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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

本年度までの支援成果より、発注者などが公共建築物等の木造化木質化へ取り組むために必要な地域ごとの情報がまとめ

られた。各地の支援先でまとめられた情報は、これから木造化木質化を行おうと考えている自治体の参考になる資料となっ

ている。これらの資料は、過去の支援から得られた資料などももとになり構成されている。参考になる資料と地域特性と地域

材の特徴を加味した上で、今後、各地で「地域による地域材木造化木質化の手引き」作りが広がることが期待される。

1.調査・計画段階:島根県松江市
・玉湯まがたま学園における地域産材活用シミュレーション

・玉湯まがたま学園　木材調達計画案

2.方針・試行段階:長崎県五島市
・岐宿地区統合小学校への五島市産材（間伐材）の利用

・五島市立図書館の設計業者選定に係る選定方法等基本方針（案）

・ヤング係数および含水率の測定（試行）

3.発注段階:大分県宇佐市
・技術支援成果報告書

・平成28年度　安心院地域複合支所建設に伴う製材乾燥業務委託製材品発注仕様書（案）

4.乾燥段階:おきたま木材乾燥センター（山形県白鷹町）
・木材乾燥までの工程フローと問題点

5.まとめ・引継段階:滋賀県米原市
・米原市公共建築物等における地域材の利用促進マニュアル

  1．調査・計画段階:島根県松江市

  2．方針・試行段階:長崎県五島市

  3．発注段階:大分県宇佐市

  4．乾燥段階:おきたま木材乾燥センター（山形県白鷹町）

  5．まとめ・引継段階:滋賀県米原市
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

本校舎 幼稚園・児童クラブ 材積計

材積（m 3） 積算根拠 材積（m 3） 積算根拠

構造材

原木 3,214 1125÷0.35（ラミナ換算率） 420 210÷0.50（無垢材換算率） 3,634

製品 1,125 1335 ※1-212 ※1≒1125 210 ① 212 ※1≒210 1,335

下地材

原木 740 370÷0.5（無垢材換算率） 184 92÷0.5（無垢材換算率） 924

製品 370
（672 ※2-210 ①）×0.8
（構造材材積割合で案分）

92
（672 ※2-210 ①）×0.2
（構造材材積割合で案分）

462

造作材

原木 500 200÷0.4（無垢材換算率） 118 47÷0.4（無垢材換算率） 618

製品 200
247 ※2×0.8

（構造材材積割合で案分）
47

247 ※2×0.2
（構造材材積割合で案分）

247

合計

原木 4,454 722 5,176

製品 1,695 349 2,044

玉湯まがたま学園における地域産材活用シミュレーション
（構造材については、本校舎=集成材、幼稚園・児童クラブ=無垢材を想定）

地域材優先順

1番 1038

2番 924

3番 3214

計 5176

原木調達（m 3）

松江森林組合（市産材） 1,000

近隣の森林組合（県産材） 1,000

ウッドヒル隠岐（県産材） 5,760

その他

合計 7,760

※1　松江市資料算出数字を基に作成
※2　基本設計からの概算拾い出し数量

島根県木材協会　松江支部　H29.1.13

（参考）色別原木材積集計 2か年で調達可能な数量

事 業 者 島根県松江市

松江市では、幼稚園と小学校で8500㎡の新築設計を進めている。市産材、県産材を利用する方針をもとに、地域で木材が供給化可能かどうか
の想定を行った。複数年度に渡る工期で必要木材量の調達可能量を確認するための表のまとめ方等が、これから取り組む木材関係者等の参考と
なる。

島根県松江市:玉湯まがたま学園における地域産材活用
シミュレーション・玉湯まがたま学園　木材調達計画案
　市産材と県産材を活用し、大規模木造施設への木材供給が可能かどうかを木材関係者間で取りまとめた資料である。
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

島根県木材協会　松江支部　H29年1月13日

管理団体

単位=㎥ H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

必要内訳 集材内訳 集材内訳 集材内訳 集材内訳

校舎内訳 丸太材
積

製品材
積

春 
4-6
月

夏 
7-9
月

秋 
10-12

月

冬 
1-3
月

春 
4-6
月

夏 
7-9
月

秋 
10-12

月

冬 
1-3
月

春 
4-6
月

夏 
7-9
月

秋 
10-12

月

冬 
1-3
月

春 
4-6
月

夏 
7-9
月

 秋 
10-
12
月

冬 
1-3
月

①
松
江
森
林
組
合

松
江
市
産
材

幼稚園･
児童クラブ

構造材
420 210 120 製材→乾燥 150 製材→乾燥 150 製材→乾燥→

プレカット→現場

本校舎　
下地材 500 200 200 200 100

幼稚園･
児童クラブ

造作材
118 47 118

小計　A 1,038 457 ① 320 玉湯・
鹿島 350 368

島
根
県
産
材

本校舎
下地材 740 370 140 350 250

本校舎
造作材 184 92 100 84

小計　B 924 462 ② 140 450 334

②
島
根
県
木
材
協
会 

　

松
江
支
部

島
根
県
産
材

本校舎
構造材 3,214 1,125 1,875 1,339 

小計　C 3,214 1,125 1,875 隠岐・
他 1,339 

地域材総数 合計　
A+B+C 5,176 2,044 2,335 922 2,139 844 702 277 

ストック
ヤード

①+② 460 800 316 702 

（①+②）
×3倍 （坪） 948 

注意事項

1
ストックヤード　H29年9月までに　集材丸太+荒製品+完成集成材置き場　　948坪以上を確保頂きたいです　　

（期間H29年9月→H32年　　　月　　　）
製品管理用で一部屋根付きを希望致します

2 地域材対応可能寸法リスト　　製材コスト目安　　（別紙参照）　　　

3 H29年9月末までに　木材明細リスト　準備希望（長さ　巾　高さ　数量　グレード他）　/　造作材　部増し寸法にて
記載希望　（EX　仕上り　25*150　　荒寸　30*155）

4 品質について画像確認要（松江市材　枝打ち無　抜け節多い　黒芯多い　径級小さい等）　

5 フローリング材　仮に杉の場合　15mm→24mm位に　厚くする事を推奨　

6 予算について　H29年10月より伐採開始により翌月より請求書発送予定の為　事前確保願います

7

備考

玉湯まがたま学園　木材調達計画案
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

事 業 者 長崎県五島市

五島市は3年目の支援である。離島ということもあり、島内での木材調達、木造化の検討を進めてきた。先の支援で取り組んだ、小学校での木材
活用結果を踏まえ、図書館建設では、可能な限り島内完結を目指している。そのため、木材品質検査の試行とりまとめを行い、地元設計者とも協議
を行い設計者選定方針をまとめている。小学校木造化プロセス資料は、地元設計者をはじめ関係者間で情報共有を行う上で有効に活用された。
資料をまとめ関係者間で情報共有を行う参考となる。

長崎県五島市:岐宿地区統合小学校への五島市産材（間伐材）の利用・五島市立図書館の 
設計業者選定に係る選定方法等基本方針（案）・ヤング係数および含水率の測定（試行）
　以前の支援により建設が進んでいる小学校の木材調達・活用プロセス資料と計画が進行中の図書館設計者選定の基本方
針まとめ、木材検査をまとめている。

■岐宿地区統合小学校への五島市産材（間伐材）の利用
【構　　造】	 1階RC2階木造（1工区）+木造平屋（2工区）

【延床面積】	 2 , 806㎡

【設　　計】	 楠山・川崎特定建設関業務委託共同体

【施　　工】	 1工区建築　出口・増山特定建設工事共同企業体

　　　　	 2工区建築　本間建設株式会社 富江支店

【五島市産材の利用】

構造材（柱、梁）	 約140㎥（立米）	 島内粗挽 → 本土加工

内装材（床、腰壁、天井）	 約   65㎥（立米）	 島内製材 → 本土加工

羽柄材（間柱・屋根受材、ほか）	 約   30㎥（立米）	 島内製材 → 島内加工

140㎥=約4,000本の角材

●間伐
・列状間伐

・島内製材所で粗挽き

●構造材（柱、梁）
・島内製材所で粗挽き→大分の製材所で人工乾燥、モルダー、JAS認証→大分で貼合せ加工

・間伐材の搬出

・島内製材所→森林組合加工場へ搬入
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

・粗挽き材を森林組合加工場で桟積み

・水かけ（乾燥防止）

・ラッピング（乾燥防止）

・トラック+船便で本土（大分へ）輸送

・桟積み（桟木、駒木）

・梱包
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

・大分の製材工場で人工乾燥、モルダー、JAS認証

・大分の加工業者で外観検査

・本土加工した材の現場搬入（2工区）

・施工（2工区）

・大分の加工業者で貼り合せ等の加工

・本土加工した材の現場搬入（1工区）

・施工（1工区）
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

・島内で製材

・内装材の施工（床）

・外壁材（スギ）の島内乾燥

・本土で製品化し返って来た内装材

・内装材の施工（天井）

・外壁の施工、塗装

●内装材（床、腰壁、天井）、外壁材
・島内で製材した板材を、本土（大分）の加工業者へ送り製品加工。外壁は島内で全て加工。
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

・天然乾燥

・伐倒

・搬出

・施工

・伐倒

・施工

●羽柄材（間柱、屋根受材、ほか）
・島内製材所で粗挽きした材を、島内で天然乾燥のうえ、島内で仕上げ加工し施工

●五島スギ（シンボル）
・岐宿町川原・樹齢約100年をシンボルとして寄付して頂き設置

・林内で約半年間かけて葉枯らし乾燥。
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

●施工状況（H28.12.14現在）
・1工区（混構造=1階RC、2階木造）

・2工区（木造平屋）
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

■五島市産材（間伐材）の利用

【H26年度】福江小学校（教室、廊下の床材、階段）

【H26年度】　消防詰所（壁材、倉庫の角材ほか）
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

【H27年度】　公衆トイレ（壁材）

【H28年度開園】とみえ認定こども園（間柱、垂木、床、腰壁）
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

　年月

内容

平成26年度 平成27年度 平成28年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ~ 1

地
元
産
木
材
調
達

伐
採
・
搬
出

島
内
加
工

本
土
加
工（
構
造
材
）

設
計
・
施
工

（寄付）五島スギ1本（シンボル）

※内装材（天井、壁）、軒天井も
　島内製材+本土製品化

 伐倒・葉枯らし乾燥　搬出

伐採・搬出

製材（内装材/大分の製品加工業者にて製品化）内装・外壁材

間柱等

構造材

約1千本×4回

現場搬入

現場搬入

本土KD材
製材業者へ

KD材製材業者（大分県日田市）

構造材加工業者（大分県日田市）

1工区（混構造）

2工区（木造平屋）

粗挽き→天然乾燥→ カンナ掛け

粗挽き

 人工乾燥、モルダー、JAS認証

加工（接合等）

 木工事

 木工事

　建設工事（15 ヶ月）基本設計・実施設計

<構造:1階RC2階木造 + 木造平屋　　延床面積:2,806㎡>
○ 構造材、内装材、羽柄材の全てに、五島市産材の利用予定。島内業者が出来ることは島内でしている。
① 構造材（柱、梁）	 約140㎥（立米）　島内粗挽 → 本土加工  （約140㎥＝約4，000本の角材）
② 内装材（床、腰壁、天井）	 約65㎥（立米）　島内製材 → 本土加工
③ 羽柄材（間柱・屋根受材、ほか）	 約30㎥（立米）　島内製材 → 島内加工

木材数量提示（設計段階）

■岐宿地区統合小学校　木材調達スケジュール
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料
（
参
　
考
）基
規
準
に
よ
る
木
材
の
制
限

使
用
材
料
　
製
材
に
つ
い
て

計
算
基
準

木
造
計
画
・
設
計
基
準

（
一
社
）公
共
建
築
協
会

使
用
材
料

JA
S構
造
用
製
材

　
・
目
視
等
級
区
分

　
・
機
械
等
級
区
分

又
は
国
交
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
も
の（
SD
20
以
下
）

4号
建
物
も
上
記
に
倣
う
の
が
望
ま
し
い

（
無
等
級
材
は
条
件
付
で
使
用
可
能
、特
例
あ
り
。但
し
、こ
れ
は
許
容
応
力
度
計
算
以
上
に
適
用
）

JA
Sに
よ
る
品
質
の
格
付
け
が
あ
る
構
造
用
集
成
材

含
水
率

令
46
条
第
2項
よ
り
”製
材
と
す
る
場
合
は
、針
葉
樹
の
構
造
用
製
材
JA
S材
で
、含
水
率
15
％
以
下（
割
れ
に
よ
り
接
合

部
耐
力
の
低
下
が
無
い
場
合
は
20
％
以
下
）に
限
る
。

但
し
条
件
付
き
特
例
あ
り
。

ヤ
ン
グ
係
数

特
に
な
し

耐
力
式
に
、別
途
求
め
た
ヤ
ン
グ
係
数
を
用
い
る

（
1）
～
（
3）
の
す
べ
て
を
満
た
す
場
合
に
使
用
可
能

（
1）
構
造
計
算
方
法
に
よ
る
制
限

　
　
　
 建
築
基
準
法
施
行
令
第
46
条
第
2項
等
に
よ
り
、法
令
上
、構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
で
あ
る
柱
及
び
横
架
材
に
対
し
製
材

の
JA
Sに
適
合
す
る
木
材
等
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

（
2）
個
別
の
事
由
に
よ
る
制
限（
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
）

　
　
　
①
使
用
量
が
極
小
で
あ
る
こ
と

　
　
　
②
工
事
場
所
が
離
島
で
あ
る
こ
と

　
　
　
③
 特
定
の
製
材
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、製
材
の
JA
Sに
適
合
す
る
木
材
等
と
し
て
出
荷
で
き
な
い
場
合
で
あ

る
こ
と

（
3）
機
械
的
性
質
に
よ
る
制
限（
以
下
の
①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
）

　
　
①
 製
材
の
JA
S規
格
第
6条
に
規
定
す
る
曲
げ
性
能（
曲
げ
ヤ
ン
グ
係
数
）の
確
認
と
同
等
の
確
認（
こ
れ
と
同
等
の
打
撃
に

よ
る
確
認
を
含
む
）が
で
き
る
こ
と
。曲
げ
ヤ
ン
グ
係
数
の
目
安
を
表
3.
3.
2.
1に
示
す
。だ
た
し
、こ
の
際
に
用
い
る
こ
と

の
で
き
る
基
準
強
度
は
、無
等
級
材
の
基
準
強
度
と
す
る
。

　
　
②
 原
則
と
し
て
、製
材
の
JA
S規
格
第
5条
に
規
定
す
る
含
水
率
の
確
認
が
で
き
、そ
の
平
均
値
が
20
％
以
下
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
こ
と
。た
だ
し
、広
葉
樹
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
場
合
、古
材
を
再
利
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
含
水
率
の

制
限
が
無
い
計
算
方
法
を
選
択
し
た
上
で
、将
来
に
お
い
て
、部
材
の
収
縮
、変
形
等
に
よ
っ
て
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う

な
工
夫
を
す
る
場
合
に
限
っ
て
は
、含
水
率
が
20
％
以
上
の
木
材
を
用
い
る
こ
と
も
許
容
す
る
。

　
　
③
 製
材
の
JA
S規
格
第
6条
に
規
定
す
る
節
、集
中
節
、丸
身
、目
周
り
、腐
朽
、曲
り
、狂
い
及
び
そ
の
他
の
欠
点
に
つ
い
て
、

品
質
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
。

五
島
市
立
図
書
館
の
設
計
業
者
選
定
に
係
る
選
定
方
法
等
基
本
方
針（
案
）

（
朱
書
き
：
追
加
・
島
内
建
築
士
会
よ
り
要
望
書
の
提
出
あ
り
）

1　
入
札
方
式

　
　
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

　
　
　
　
※
企
画
、提
案
力
の
あ
る
者
を
選
定
。

2　
入
札
参
加
要
件

　
　
　
五
島
市
内
に
本
社
ま
た
は
支
社
が
所
在
し
て
い
る
単
体
企
業
ま
た
は
設
計
共
同
企
業
体
。

　
　
　
　
※
島
内
の
設
計
業
者
に
よ
る
設
計
を
前
提
と
す
る
。経
験
の
あ
る
島
外
業
者
と
の
JV
も
可
能
と
す
る
。

　
　
　
　
　
島
内
の
設
計
業
者
の
共
同
企
業
体
も
可
能
と
す
る（
制
度
検
討
）。

3　
基
本
条
件

（
1）
 公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
利
用
の
意
義
と
効
果
を
理
解
し
、法
令
等
を
ク
リ
ア
す
る
技
術
力
・
提
案
力
と
業
務
実
績

（
木
造
で
あ
る
こ
と
を
問
わ
な
い
）が
あ
る
こ
と
。

（
2）
木
造
の
構
造
設
計
、耐
火
性
能
、耐
久
性
に
関
し
て
、知
識
や
経
験
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

（
3）
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
慮
し
た
木
材
調
達
を
行
う
た
め
、地
域
の
森
林
、林
業
・
木
材
業
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
。

（
4）
地
元
産
木
材
の
活
用
、島
内
業
者
に
よ
る
加
工
、島
内
業
者
に
よ
る
施
工
が
可
能
な
企
画
・
提
案
が
で
き
る
こ
と
。

（
5）
事
前
発
注
の
木
材
管
理
が
で
き
る
こ
と
。

　
※
 地
元
産
の
木
材
に
よ
る
建
設
に
つ
い
て
の
強
い
意
志
を
も
っ
て
取
り
組
め
る
こ
と（
島
内
で
加
工
し
、構
造
材
、羽
柄

材
、内
装
材
、外
装
材
に
利
用
で
き
よ
う
な
設
計
を
行
い
、ま
た
、地
元
製
材
所
、建
設
業
、工
務
店
が
参
画
で
き
る

よ
う
な
設
計
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
。）

4　
木
材
発
注
方
式

　
　
　
材
工
分
離
発
注
方
式

　
　
　
　
※
島
内
で
の
天
然
乾
燥
期
間
、伐
採
能
力
、伐
採
適
期
を
考
慮
し
、確
実
な
木
材
調
達
を
行
う
た
め
事
前
発
注
と
す
る
。

5　
コ
ス
ト
低
減
、コ
ス
ト
把
握
の
た
め
の
設
計
条
件

（
1）
 木
材
の
規
格

構
造
材
、羽
柄
材
に
つ
い
て
は
、島
内
加
工
が
可
能
な
規
格
の
材
に
よ
り
設
計
を
行
う
こ
と
。

※
前
提
：
島
内
に
JA
S認
定
工
場
、人
工
乾
燥
施
設
が
無
い
。

（
2）
 木
材
の
寸
法

　
地
域
材
か
ら
の
調
達
が
可
能
で
、汎
用
性
の
高
い
断
面
寸
法
、長
さ
と
す
る
。

　
※
例
：
10
5㎜
×
10
5㎜
×
3，
00
0㎜

（
3）
 建
設
に
使
用
す
る
木
材
の
把
握

図
面
か
ら
木
材
寸
法
ご
と
に
本
数
・
枚
数
を
読
み
取
る
こ
と
。

　
※
 長
期
間
で
の
木
材
調
達
を
可
能
と
す
る
た
め
、事
前
の
数
量
提
示
が
で
き
、工
事
発
注
段
階
で
大
き
な
変
更
が

生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。（
事
前
準
備
し
た
材
を
利
用
で
き
る
設
計
と
す
る
。
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

ヤング係数および含水率の測定（試行）

【日　時】	 平成28年7月19日（火）10 : 30～16 : 00、20日（水）9 :00～10 : 30

【場　所】	 五島森林組合 貯木場入口付近（加工機械の音を拾わないようにするため）

【対　象】	 185本（19日：140本、20日：45本）＝30本／1時間

	 3m×105mm×105mm	 87本	 製　材（本土・人工乾燥）

	 3m×120mm×120mm	 89本	 製　材（本土・人工乾燥）

	 3m×120mm×120mm	 5本	 粗挽材（島内・天然乾燥）

	 3m×130mm×130mm	 2本	 粗挽材（島内・天然乾燥）

	 4m×105mm×105mm	 2本	 製　材（本土・人工乾燥）

 　 

【測定者】	 長崎県農林技術開発センター	 1名

	 長崎県 五島振興局 林務課	 1名

	 五島森林組合	 1名

	 五島市 農林整備課	  5名

【測定器】	 ①FFT分析器（振動数を測定）　佐賀県の試験場より借用

	 ②木槌

	 ③体重計

	 ④木材水分計　長崎県五島振興局より借用
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

【測定方法】

①振動数　木槌で一方の木口を叩き、反対側をFFT分析器で振動数測定

　3回以上図って平均（3回とも近い数値なら3回のみ測定）

 　 

 　  

②重　量　体重計で測定

③含水率　含水計で測定

【ヤング係数の計算】

4×長さ2×振動数平均値2×重量／（長さ×幅×厚さ）／1000000000／9 . 8×100

【結　果】

等級 数量 曲げヤング係数

E50 	 3 	 40以上	 60未満

E70 	 57 	 60以上	 80未満

E90 	 83 	 80以上	 100未満

E110 	 40 	 100以上	 120未満

E130 	 2 	 120以上	 140未満

E150 	 0 	 140以上

計 	 185
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

No 重量
(kg)

長さ
(m)

幅
(m)

厚さ
(m)

振動数（測定値） ヤング率 含水率（測定値）
1 2 3 平均 計算値 等級 1 2 3 平均

1 19.0 3 0.105 0.105 562.50 562.50 568.75 564.58 67.26 E70 18.0 26.5 23 22.5
2 16.5 3 0.105 0.105 737.50 737.50 737.50 737.50 99.67 E90 21.0 20.0 22 21.0
3 17.0 3 0.105 0.105 675.00 675.00 681.25 677.08 86.56 E90 25.0 20.0 22.5 22.5
4 19.0 3 0.105 0.105 612.50 612.50 612.50 612.50 79.17 E70 26.5 20.5 28 25.0
5 19.5 3 0.105 0.105 706.25 712.50 712.50 710.42 109.30 E110 25.5 26.0 30.5 27.3
6 19.5 3 0.105 0.105 693.75 693.75 693.75 693.75 104.24 E110 33.5 26.5 35 31.7
7 17.0 3 0.105 0.105 618.75 625.00 625.00 622.92 73.26 E70 27.0 23.0 24 24.7
8 19.5 3 0.105 0.105 687.50 687.50 687.50 687.50 102.37 E110 32.0 27.5 28.5 29.3
9 17.0 3 0.105 0.105 618.75 618.75 618.75 618.75 72.29 E70 23.0 25.5 28.5 25.7

10 18.0 3 0.105 0.105 568.75 568.75 568.75 568.75 64.67 E70 28.5 26.0 25.5 26.7
11 21.5 3 0.105 0.105 750.00 743.75 756.25 750.00 134.32 E130 28.0 34.5 28 30.2
12 16.5 3 0.105 0.105 687.50 675.00 681.25 681.25 85.05 E90 27.0 22.0 22 23.7
13 20.5 3 0.105 0.105 712.50 706.25 712.50 710.42 114.91 E110 29.0 30.0 26.5 28.5
14 18.0 3 0.105 0.105 718.75 718.75 712.50 716.67 102.68 E110 23.5 25.5 24 24.3
15 20.5 3 0.105 0.105 637.50 637.50 643.75 639.58 93.14 E90 18.5 42.5 31.5 30.8
16 21.0 3 0.105 0.105 681.25 681.25 687.50 683.33 108.91 E110 29.0 43.5 25.5 32.7
17 19.5 3 0.105 0.105 743.75 737.50 737.50 739.58 118.46 E110 26.5 25.5 24 25.3
18 16.0 3 0.105 0.105 762.50 768.75 762.50 764.58 103.88 E110 21.0 20.0 24 21.7
19 18.0 3 0.105 0.105 793.75 787.50 793.75 791.67 125.30 E130 27.0 32.0 34 31.0
20 19.0 3 0.105 0.105 543.75 543.75 537.50 541.67 61.91 E70 29.5 28.5 40 32.7
21 17.5 3 0.105 0.105 762.50 762.50 762.50 762.50 113.00 E110 32.5 26.5 25.5 28.2
22 18.5 3 0.105 0.105 581.25 587.50 587.50 585.42 70.42 E70 37.0 46.0 31.5 38.2
23 22.0 3 0.105 0.105 656.25 662.50 662.50 660.42 106.57 E110 42.0 41.0 45.5 42.8
24 18.5 3 0.105 0.105 606.25 618.75 612.50 612.50 77.08 E70 30.5 33.5 37 33.7
25 18.0 3 0.105 0.105 656.25 662.50 656.25 658.33 86.64 E90 39.5 34.5 48 40.7
26 20.0 3 0.105 0.105 562.50 568.75 562.50 564.58 70.80 E70 37.5 54.5 53.5 48.5
27 16.5 3 0.105 0.105 737.50 743.75 737.50 739.58 100.24 E110 23.5 27.0 25.5 25.3
28 19.0 3 0.105 0.105 656.25 650.00 656.25 654.17 90.30 E90 25.5 23.0 35.5 28.0
29 18.5 3 0.105 0.105 756.25 762.50 743.75 754.17 116.86 E110 26.0 22.0 47.5 31.8
30 18.0 3 0.105 0.105 718.75 718.75 725.00 720.83 103.88 E110 25.0 21.0 36 27.3
31 18.5 3 0.105 0.105 731.25 737.50 737.50 735.42 111.13 E110 29.5 22.5 49 33.7
32 18.0 3 0.105 0.105 768.75 768.75 768.75 768.75 118.15 E110 28.0 25.0 42.5 31.8
33 16.0 3 0.105 0.105 756.25 743.75 743.75 747.92 99.40 E90 24.0 22.5 40 28.8
34 19.0 3 0.105 0.105 581.25 575.00 581.25 579.17 70.78 E70 30.5 24.5 30 28.3
35 18.0 3 0.105 0.105 675.00 668.75 675.00 672.92 90.53 E90 28.0 29.0 40.5 32.5
36 17.0 3 0.105 0.105 706.25 712.50 712.50 710.42 95.29 E90 24.5 28.0 59 37.2
37 19.0 3 0.105 0.105 675.00 668.75 662.50 668.75 94.38 E90 26.5 32.5 33 30.7
38 18.0 3 0.105 0.105 606.25 606.25 600.00 604.17 72.97 E70 31.5 25.5 35.5 30.8
39 17.0 3 0.105 0.105 612.50 612.50 612.50 612.50 70.83 E70 25.0 30.0 37 30.7
40 17.5 3 0.105 0.105 700.00 693.75 693.75 695.83 94.11 E90 31.0 29.5 37.5 32.7
41 18.0 3 0.105 0.105 743.75 737.50 743.75 741.67 109.97 E110 37.5 25.5 34 32.3
42 18.5 3 0.105 0.105 706.25 712.50 718.75 712.50 104.31 E110 33.0 29.5 37.5 33.3
43 17.5 3 0.105 0.105 650.00 643.75 643.75 645.83 81.07 E90 33.5 26.5 41 33.7
44 18.0 3 0.105 0.105 625.00 625.00 625.00 625.00 78.09 E70 28.5 23.5 28.5 26.8
45 17.0 3 0.105 0.105 631.25 631.25 631.25 631.25 75.24 E70 29.0 22.5 41.5 31.0
46 19.0 3 0.105 0.105 731.25 725.00 725.00 727.08 111.56 E110 31.5 25.5 31 29.3
47 15.0 3 0.105 0.105 706.25 712.50 706.25 708.33 83.59 E90 24.5 17.0 26 22.5
48 17.0 3 0.105 0.105 750.00 743.75 750.00 747.92 105.62 E110 29.0 22.5 31.5 27.7
49 16.5 3 0.105 0.105 593.75 606.25 593.75 597.92 65.52 E70 32.0 21.5 56 36.5
50 17.0 3 0.105 0.105 712.50 693.75 693.75 700.00 92.52 E90 24.0 24.5 29.5 26.0
51 16.5 3 0.105 0.105 693.75 700.00 700.00 697.92 89.26 E90 30.0 25.5 49.5 35.0
52 18.0 3 0.105 0.105 750.00 750.00 750.00 750.00 112.45 E110 30.0 26.0 50 35.3
53 16.0 3 0.105 0.105 750.00 750.00 750.00 750.00 99.96 E90 19.0 27.0 33 26.3
54 17.0 3 0.105 0.105 675.00 681.25 687.50 681.25 87.63 E90 27.5 23.5 33.5 28.2
55 16.5 3 0.105 0.105 618.75 618.75 618.75 618.75 70.16 E70 24.5 25.5 32.5 27.5
56 19.0 3 0.105 0.105 731.25 725.00 737.50 731.25 112.84 E110 23.0 25.5 29.5 26.0
57 16.0 3 0.105 0.105 743.75 743.75 743.75 743.75 98.30 E90 20.5 26.5 39.5 28.8
58 16.0 3 0.105 0.105 687.50 687.50 687.50 687.50 83.99 E90 24.5 18.0 24.5 22.3
59 16.5 3 0.105 0.105 750.00 743.75 756.25 750.00 103.08 E110 21.5 20.5 25.5 22.5
60 16.0 3 0.105 0.105 668.75 668.75 662.50 666.67 78.98 E70 22.0 20.0 21 21.0
61 16.5 3 0.105 0.105 712.50 712.50 706.25 710.42 92.49 E90 32.5 22.0 50.5 35.0
62 21.0 3 0.105 0.105 637.50 631.25 637.50 635.42 94.17 E90 30.5 29.0 43 34.2
63 16.5 3 0.105 0.105 631.25 618.75 625.00 625.00 71.58 E70 24.0 22.0 55 33.7
64 18.0 3 0.105 0.105 693.75 687.50 687.50 689.58 95.07 E90 30.5 25.5 35 30.3
65 16.5 3 0.105 0.105 637.50 650.00 650.00 645.83 76.44 E70 26.0 28.0 24.5 26.2
66 17.5 3 0.105 0.105 706.25 700.00 700.00 702.08 95.81 E90 23.0 33.0 25 27.0
67 17.5 3 0.105 0.105 687.50 687.50 693.75 689.58 92.42 E90 24.0 19.0 22 21.7
68 16.0 3 0.105 0.105 631.25 625.00 631.25 629.17 70.34 E70 22.5 16.0 32.5 23.7
69 19.0 3 0.105 0.105 712.50 712.50 712.50 712.50 107.13 E110 34.5 29.0 33 32.2
70 17.0 3 0.105 0.105 725.00 725.00 725.00 725.00 99.24 E90 26.0 22.0 28.5 25.5
71 17.0 3 0.105 0.105 625.00 631.25 631.25 629.17 74.74 E70 25.5 26.5 28 26.7
72 18.5 3 0.105 0.105 718.75 725.00 718.75 720.83 106.76 E110 23.5 25.0 29.5 26.0
73 16.5 3 0.105 0.105 768.75 781.25 775.00 775.00 110.07 E110 23.5 25.5 29.5 26.2
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

No 重量
(kg)

長さ
(m)

幅
(m)

厚さ
(m)

振動数（測定値） ヤング率 含水率（測定値）
1 2 3 平均 計算値 等級 1 2 3 平均

74 19.0 3 0.105 0.105 731.25 731.25 737.50 733.33 113.48 E110 24.5 28.0 32 28.2
75 18.0 3 0.105 0.105 675.00 681.25 681.25 679.17 92.22 E90 24.5 28.0 31 27.8
76 18.0 3 0.105 0.105 637.50 637.50 637.50 637.50 81.25 E90 23.0 24.0 23 23.3
77 18.5 3 0.105 0.105 756.25 750.00 756.25 754.17 116.86 E110 34.5 22.0 22 26.2
78 17.0 3 0.105 0.105 550.00 550.00 550.00 550.00 57.12 E50 19.0 17.0 21 19.0
79 19.0 3 0.105 0.105 693.75 700.00 700.00 697.92 102.79 E110 24.5 22.5 26 24.3
80 15.5 3 0.105 0.105 606.25 606.25 606.25 606.25 63.27 E70 21.5 21.5 24.5 22.5
81 17.5 3 0.105 0.105 543.75 537.50 543.75 541.67 57.03 E50 21.0 20.5 32.5 24.7
82 16.0 3 0.105 0.105 562.50 568.75 568.75 566.67 57.06 E50 23.0 20.5 24.5 22.7
83 16.0 3 0.105 0.105 587.50 587.50 587.50 587.50 61.34 E70 23.5 29.0 24.5 25.7
84 18.0 3 0.105 0.105 556.25 556.25 556.25 556.25 61.86 E70 24.0 25.5 27.5 25.7
85 18.0 3 0.105 0.105 687.50 700.00 687.50 691.67 95.64 E90 27.0 24.5 28.5 26.7
86 19.0 3 0.105 0.105 606.25 600.00 600.00 602.08 76.50 E70 20.0 27.5 27.5 25.0
87 16.5 3 0.105 0.105 687.50 693.75 693.75 691.67 87.67 E90 21.5 21.5 22 21.7
88 20.5 3 0.12 0.12 687.50 693.75 687.50 689.58 82.89 E90 24.5 19.5 26 23.3
89 24.5 3 0.12 0.12 618.75 618.75 618.75 618.75 79.76 E70 18.0 23.0 23.5 21.5
90 25.0 3 0.12 0.12 581.25 575.00 581.25 579.17 71.31 E70 20.5 21.0 25 22.2
91 25.0 3 0.12 0.12 587.50 587.50 593.75 589.58 73.90 E70 19.5 17.5 22.5 19.8
92 25.5 3 0.12 0.12 600.00 593.75 600.00 597.92 77.52 E70 24.5 18.5 20.5 21.2
93 23.0 3 0.12 0.12 643.75 643.75 643.75 643.75 81.05 E90 20.0 16.0 18.5 18.2
94 24.0 3 0.12 0.12 625.00 618.75 612.50 618.75 78.13 E70 21.0 19.0 25 21.7
95 24.0 3 0.12 0.12 587.50 587.50 593.75 589.58 70.94 E70 19.0 17.0 18 18.0
96 24.0 3 0.12 0.12 637.50 637.50 637.50 637.50 82.94 E90 21.5 19.0 16.5 19.0
97 24.0 3 0.12 0.12 612.50 606.50 606.25 608.42 75.55 E70 27.0 25.0 28.5 26.8
98 24.0 3 0.12 0.12 631.25 631.25 631.25 631.25 81.32 E90 29.0 24.0 27 26.7
99 24.0 3 0.12 0.12 597.50 597.50 597.50 597.50 72.86 E70 26.0 23.0 30 26.3

100 22.0 3 0.12 0.12 643.75 643.75 643.75 643.75 77.53 E70 27.5 21.5 31 26.7
101 26.0 3 0.12 0.12 612.50 606.25 612.50 610.42 82.38 E90 37.0 26.5 25.5 29.7
102 23.5 3 0.12 0.12 718.75 718.75 725.00 720.83 103.83 E110 29.0 24.0 26 26.3
103 26.0 3 0.12 0.12 718.75 712.50 700.00 710.42 111.58 E110 26.5 28.5 30.5 28.5
104 21.5 3 0.12 0.12 650.00 643.75 643.75 645.83 76.26 E70 23.0 22.0 24 23.0
105 22.0 3 0.12 0.12 643.75 650.00 650.00 647.92 78.53 E70 16.5 19.5 18.5 18.2
106 22.5 3 0.12 0.12 675.00 675.00 681.25 677.08 87.71 E90 18.5 19.5 17 18.3
107 24.0 3 0.12 0.12 750.00 750.00 743.75 747.92 114.16 E110 27.0 25.0 30.5 27.5
108 25.0 3 0.12 0.12 693.75 687.50 687.50 689.58 101.09 E110 29.5 29.5 23.5 27.5
109 25.5 3 0.12 0.12 606.25 606.25 612.50 608.33 80.24 E90 35.0 23.5 28.5 29.0
110 22.0 3 0.12 0.12 650.00 650.00 650.00 650.00 79.04 E70 23.5 20.0 26 23.2
111 21.5 3 0.12 0.12 668.75 681.25 675.00 675.00 83.30 E90 28.0 21.0 26 25.0
112 21.5 3 0.12 0.12 681.25 681.25 681.25 681.25 84.85 E90 22.0 20.5 22 21.5
113 26.5 3 0.12 0.12 600.00 593.75 600.00 597.92 80.56 E90 26.0 27.0 25.5 26.2
114 24.5 3 0.12 0.12 618.75 618.75 625.00 620.83 80.30 E90 18.5 25.0 20.5 21.3
115 22.5 3 0.12 0.12 662.50 662.50 668.75 664.58 84.50 E90 20.5 21.5 19.5 20.5
116 23.0 3 0.12 0.12 625.00 643.75 612.50 627.08 76.91 E70 22.5 28.0 28 26.2
117 21.5 3 0.12 0.12 637.50 631.25 631.25 633.33 73.33 E70 23.5 22.0 26 23.8
118 20.5 3 0.12 0.12 687.50 687.50 687.50 687.50 82.39 E90 23.5 23.0 25 23.8
119 25.5 3 0.12 0.12 656.25 656.25 656.25 656.25 93.38 E90 27.0 27.0 33 29.0
120 24.5 3 0.12 0.12 625.00 625.00 612.50 620.83 80.30 E90 26.0 24.0 27 25.7
121 22.0 3 0.12 0.12 606.25 612.50 618.75 612.50 70.18 E70 26.0 28.0 26 26.7
122 24.5 3 0.12 0.12 656.25 650.00 650.00 652.08 88.59 E90 26.0 22.5 25.5 24.7
123 23.0 3 0.12 0.12 718.75 718.75 725.00 720.83 101.62 E110 19.5 21.0 23.5 21.3
124 22.5 3 0.12 0.12 662.50 668.75 668.75 666.67 85.03 E90 22.0 22.0 27.5 23.8
125 24.5 3 0.12 0.12 637.50 631.25 637.50 635.42 84.12 E90 28.5 25.0 26.5 26.7
126 23.0 3 0.12 0.12 643.75 643.75 650.00 645.83 81.58 E90 27.0 20.0 29.5 25.5
127 21.5 3 0.12 0.12 668.75 668.75 662.50 666.67 81.25 E90 22.0 19.5 22.5 21.3
128 24.5 3 0.12 0.12 625.00 612.50 618.75 618.75 79.76 E70 20.5 26.5 37 28.0
129 24.0 3 0.12 0.12 625.00 625.00 625.00 625.00 79.72 E70 26.0 22.5 35.5 28.0
130 24.0 3 0.12 0.12 631.25 631.25 631.25 631.25 81.32 E90 23.5 21.0 23.5 22.7
131 26.0 3 0.12 0.12 581.25 587.50 593.75 587.50 76.31 E70 22.0 25.5 28 25.2
132 23.0 3 0.12 0.12 668.75 668.75 668.75 668.75 87.47 E90 20.0 18.0 18.5 18.8
133 23.5 3 0.12 0.12 625.00 618.75 625.00 622.92 77.54 E70 22.0 20.0 22.5 21.5
134 24.0 3 0.12 0.12 637.50 637.50 637.50 637.50 82.94 E90 16.5 19.5 17 17.7
135 23.0 3 0.12 0.12 581.25 568.75 568.75 572.92 64.20 E70 20.5 26.5 27.5 24.8
136 21.0 3 0.12 0.12 675.00 668.75 656.25 666.67 79.37 E70 23.0 22.0 17 20.7
137 27.0 3 0.12 0.12 575.00 581.25 587.50 581.25 77.57 E70 23.0 27.5 25 25.2
138 24.0 3 0.12 0.12 700.00 700.00 706.25 702.08 100.60 E110 21.5 23.0 22 22.2
139 22.5 3 0.12 0.12 612.50 606.25 612.50 610.42 71.29 E70 19.0 18.0 21.5 19.5
140 24.5 3 0.12 0.12 662.50 662.50 662.50 662.50 91.44 E90 24.5 22.5 27 24.7
141 28.0 3 0.12 0.12 612.50 612.50 618.75 614.58 89.93 E90 33.0 28.5 30 30.5
142 24.0 3 0.12 0.12 668.75 668.75 668.75 668.75 91.27 E90 29.5 24.5 23 25.7
143 25.5 3 0.12 0.12 618.75 625.00 618.75 620.83 83.58 E90 39.5 28.0 26 31.2
144 23.0 3 0.12 0.12 662.50 662.50 662.50 662.50 85.84 E90 32.5 25.0 29 28.8
145 25.0 3 0.12 0.12 625.00 618.75 618.75 620.83 81.94 E90 25.5 27.5 30 27.7
146 26.0 3 0.12 0.12 637.50 637.50 631.25 635.42 89.27 E90 32.5 30.5 28.5 30.5
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事 業 者 大分県宇佐市

宇佐市技術支援成果報告書は、3年間の支援プロセスをまとめた内容である。事業の進捗に応じた関係者との体制構築や必要書式、手続き等の
流れを読み取れる。これから市産材等で木造施設を建てる自治体等にとって、取り組むべき内容や支援を受けて有効だった点などが参考になる。
発注仕様書は、構造材の接合部にGIR工法（ボルト等の接合具を接着剤で木材に固定する工法）を採用しているため、木材の割れに関する品質設
定を行っている。仕様書からは、保管方法や木材品質、検査方法等の内容のまとめ方等が参考になる。

大分県宇佐市技術支援成果報告書・平成28年度　安心院地域複合
支所建設に伴う製材乾燥業務委託製材品発注仕様書（案）
　 3 年 間の支 援プロセスをまとめた成 果 報 告 書は、計 画 段 階、設 計 者 選 定 段 階 から木 材 調 達までのプロセスがまとめられて
いる。また、実施設計中に作成された木材乾燥に関する仕様書がまとめられている。

≪　建設事業開始経緯　≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成23年3月11日の東日本大震災発生に伴い進められてきた学校関係施設の耐震対策が平成27年度に

一応の計画達成を迎えるなか平成25年度に入り、安心院地域の防災拠点として、最も重要である安心院支

所及び安心院中央公民館の耐震改修や施設整備、老朽化対策の必要性がクローズアップされる。

また、合併後10年が経ち、人口減少化社会を迎え、宇佐市の周辺地域としての安心院地域の活性化のた

め、地域の核となりうる施設整備を望む声が高まってきた。

この様に地域の要望が明確化するなか、市として、平成26年度において事業化を行うとともに、平成26年

5月に「安心院支所庁舎・安心院中央公民館建設懇話会」を設置。

さらに、懇話会ワーキンググループが組織され調査研究活動を行い、その中で市産材を活用した複合支

所とすることなどの建設事業の基本理念・方針を取り纏め、平成26年10月23日において「安心院地域複合支

所建設基本構想」の答申を市長へ行う。

 【安心院地域複合支所建設基本構想答申書】

●1章　地域複合支所建設の経緯と必要性

　(6)地域複合支所の必要性

　　⑤地域産木材活用

　　　ⅲ　市産材を活用した地域複合支所

●2章　地域複合支所の基本的な考え方

　(1)基本理念　　

　(2)基本方針

基本構想答申書において、地域産木材を活用した

木の香る複合施設として整備することを明示。

≪　木活協へ応募　≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
しかしながら、市産材を利用した木造建築に関する予備知識がないため、市林業水産課へ相談を行った

ところ、大分県林務担当課及び大分県北部振興局から木活協の技術支援について案内がある。その後、建

設懇話会及び市庁内で協議を行った結果、安心院地域複合支所建設方針の地域資源である市産材の有効

利用、林業・木材製材業等の地場産業の活性化、地元施工で建築できる木造施設を目指し、その予備知識習

得等を目的として平成26年度において技術支援事業に応募。
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■
　
市
産
材
利
用
に
関
す
る
検
討
・
協
議

●
宇
佐
地
域
に
お
け
る
森
林
デ
ー
タ
や
樹
種
の
分
布
な
ど
や
、木
構
造
設
計
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト（
材
料
の
バ
ラ
ツ
キ
、材

料
の
異
方
性
、接
合
方
法
の
活
用
、意
匠
設
計
と
構
造
設
計
と
の
連
携
）、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
基
本
的
な
考
え
方
、設
計

か
ら
施
工
ま
で
の
体
制
整
備
の
必
要
性
等
を
学
習
。

●［
木
活
協
W
Sメ
ン
バ
ー
］＝
［
市
産
材
を
利
用
し
た
複
合
支
所
事
業
実
施
に
向
け
た
体
制
の
構
築
］

　
○
宇
佐
市
に
お
け
る
森
林
・
木
材
情
勢
の
把
握
。

　
○
調
達
可
能
な
市
産
材
を
適
材
適
所
で
柔
軟
に
活
用
す
る
こ
と
で
、市
産
材
を
利
用
し
た
複
合
支
所
の
木
造
化
が
可
能

で
あ
る
こ
と
。

 【
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
要
領
】

市
産
材
を
利
用
し
た
複
合
支
所
を
建
設
す
る
こ
と

の
趣
旨
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
参
加
す
る
設
計
者
に

理
解
さ
せ
る
た
め
の
内
容
の
整
備
。

●
構
造
を
基
本
的
に
木
造
と
す
る
こ
と
。

●
業
務
内
容
に
、使
用
す
る
市
有
林
木
材
に
つ
い

て
木
拾
い
明
細
書（
材
種
、
仕
様
、
概
算
数
量
）

及
び
木
材
発
注
仕
様
書
の
作
成
を
記
載
。

●
参
加
資
格
要
件
に
、「
構
造
に
木
材
を
活
用
し

た
延
べ
床
面
積
50
0㎡
以
上
の
公
共
建
築
物
」

等
の
木
造
・
木
構
造
に
つ
い
て
の
要
件
を
整

備
。

な
ど

ま
た
、プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
や
設
計
者
選
定
に
関

す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
資
格
要
件
な
ど
の
検
討
協
議

を
実
施
。

支
援
事
業
開
始
前
に
お
い
て
は
、 地
域
の
木
材
供

給
者
は
も
と
よ
り
発
注
者
側
で
あ
る
市
庁
内
に
お
い

て
も
他
の
部
署
と
の
情
報
交
換
や
連
携
が
希
薄
で
、

木
造
・
木
質
化
事
業
を
実
現
で
き
る
体
制
が
整
っ
て

い
る
と
は
云
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。し
か
し
な
が
ら
、支
援
事
業
W
Sへ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
中
で
、
木
材
関
係
者
や
森

林
組
合
、県
振
興
局
、ま
た
市
庁
内
各
担
当
部
署（
契
約
・
建
築
・
林
業
等
）と
の
連
絡
や
情
報
交
換
・
共
有
の
場
が
活
発
と
な

り
、事
業
化
に
向
け
た
体
制
が
整
っ
て
き
た
。こ
れ
は
、複
合
支
所
建
設
事
業
の
実
施
体
制
の
み
な
ら
ず
、今
後
、市
が
行
う

地
域
材
を
利
用
し
た
公
共
建
築
物
の
整
備
等
に
お
け
る
実
施
体
制
の
枠
組
み
に
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。

技
術
支
援
事
業
に
よ
り
、

○
実
施
体
制
の
組
織
づ
く
り

○
地
域
の
森
林
デ
ー
タ
、木
材
の
流
通
デ
ー
タ
な
ど
の
情
報
及
び
そ
の
把
握

≪
　
木
活
協
1年
目（
平
成
26
年
度
）　
≫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
年
度
で
あ
る
平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、大
中
規
模
木
造
公
共
建
築
物
を
整
備
す
る
上
で
の
基
礎
知
識
、市
産
材
を
活

用
す
る
た
め
に
整
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
や
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
習
得
。ま
た
、市
産
材

を
最
大
限
利
用
し
た
複
合
支
所
建
設
を
進
め
て
い
く
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
設
計
者
選
定
に
つ
い
て
、プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
実
施
要
領
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。さ
ら
に
は
、市
産
材
を
利
用
し
て
い
く
上
で
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
、

地
域
の
森
林
・
木
材
に
精
通
し
て
い
る
森
林
組
合
、木
材
協
同
組
合
、県
林
業
試
験
場
、振
興
局
の
W
S参
加
に
よ
り
、建
設
方

針
達
成
に
向
け
た
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
木
活
協
支
援
事
業
関
連
勉
強
会
】　

地
元
の
建
築
実
務
者
・
設
計
者
・
木
材
関
係
者
・
森
林
組
合

お
よ
び
行
政
関
係
者
を
対
象
と
し
た
、
安
心
院
地
域
複
合
支

所
建
設
に
関
連
づ
け
た
地
域
材
を
活
用
し
た
公
共
建
築
物
に

つ
い
て
の
合
同
勉
強
会
を
開
催
。4
4名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

○
安
心
院
地
域
複
合
支
所
建
設
関
連
と
位
置
づ
け
開
催
す

る
こ
と
で
、
発
注
者
の
地
域
材
を
利
用
し
た
木
造
化
木

質
化
へ
の
意
向
を
周
知
。

○
合
同
勉
強
会
に
よ
り
地
域
材
の
利
用
促
進
、
参
加
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
足
掛
か
り
に
繋
が
る
こ
と
を
望

む
。

 【
木
活
協
W
S実
施
体
制
図
】

発
：
大
分
県
宇
佐
市（
事
業
、林
務
、建
築
、契
約
）

設
：
未
定

木
：
宇
佐
市
木
材
協
同
組
合
、宇
佐
地
区
森
林
組
合

施
：
未
定

他
：
大
分
県（
林
業
試
験
場
、振
興
局
）、
建
設
懇
話
会
座
長
、

林
研（
大
分
大
学
教
授
）

（
発
…
発
注
者
、設
…
設
計
者
、木
…
木
材
供
給
者
、施
…
施

工
者
、他
…
外
部
支
援
者
等
）
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料
 【
建
築
に
利
用
す
る
木
材
の
概
要
書
】

プ
ロ
ッ
ト
調
査
を
基
に
、
木
活
協
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

市
林
業
水
産
課
・
県
北
部
振
興
局
・
森
林
組
合
・
木
材

協
同
組
合
の
協
力
、支
援
を
得
て
概
要
書
を
作
成
。

●
構
造
及
び
仕
上
げ
材
等
に
可
能
な
限
り
市
有
林

材
を
利
用
す
る
こ
と
。

●
建
築
に
利
用
す
る
市
有
林
の
現
況
及
び
伐
採
し

て
得
ら
れ
る
木
材
の
予
定
数
量
等
を
記
載
。

●
市
が
木
材
調
達（
伐
採
・
製
材
乾
燥
）を
行
う
旨
。

●
横
架
材
の
ヤ
ン
グ
係
数
を「
ス
ギ
：
E5
0」
「
ヒ
ノ

キ
：
E9
0」
と
仮
設
定
。
基
本
設
計
前
に
お
い
て

試
験
伐
採
を
実
施
し
、
設
計
に
利
用
す
る
ヤ
ン

グ
係
数
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
旨
。

●
市
有
林
材
の
調
達
に
関
す
る
費
用
は
建
築
費
に

含
ま
な
い
旨
。市
有
林
材
以
外
の
木
材
調
達
及

び
全
て
の
木
材
の
加
工（
プ
レ
カ
ッ
ト
等
）は
建

築
費
に
含
む
旨
。

≪
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
　
≫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
H
27
.8
.2
4「
募
集
公
告
」
～
H
27
.9
.2
4「
審
査
結
果
発
表
」に
よ
り
設
計
者
を
選
定
。

≪
　
木
活
協
2年
目（
平
成
27
年
度
）　
≫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2年
目
で
あ
る
昨
年
度（
平
成
27
年
度
）に
お
い
て
は
、前
年
度
の
成
果
で
あ
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
要
領
に
よ
り
設
計
者

を
選
定
す
る
と
と
も
に
、複
合
支
所
に
利
用
す
る
市
有
林
の
プ
ロ
ッ
ト
調
査
と
試
験
伐
採
を
実
施
し
、そ
の
試
験
伐
採
を
行
っ

た
市
有
林
を
実
際
に
製
材
乾
燥
し
、含
水
率
・
ヤ
ン
グ
係
数
の
計
測
等
の
製
材
品
の
性
能
検
査
を
行
い
、設
計
に
反
映
す
る

ヤ
ン
グ
係
数
を
決
定
し
た
。

さ
ら
に
は
、プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
提
案
時
の
内
容
に
お
け
る
課
題
解
決
、利
用
す
る
市
有
林
か
ら
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
材
の

最
大
規
格
の
把
握
と
、そ
の
規
格
を
前
提
と
し
た
設
計
に
お
け
る
工
夫
の
必
要
性
の
確
認
を
行
っ
た
。

○
事
業
計
画
当
初
か
ら
の
全
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
構
成
の
精
査

○
森
林
伐
採
～
製
材
～
建
築
具
材
ま
で
の
木
材
調
達
、必
要
な
木
材
の
量
・
寸
法
等
と
調
達
可
能
な
木
材
の
量
・
寸
法
等

の
把
握

○
木
材
の
品
質
・
寸
法
等
の
知
識

○
地
場
産
業
の
能
力
の
把
握（
設
計
・
建
築
・
製
材
所
等
）

○
木
造
構
造
に
つ
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る（
実
績
の
あ
る
）設
計
者
の
選
定
　
な
ど

　
を
理
解
す
る
こ
と
で
、規
模
・
予
算
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
沿
っ
た
地
域
材
を
最
大
限
利
用
し
た
木
造
公
共
建
築
物
等
の

建
設
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

≪
　
複
合
支
所
建
設
庁
内
推
進
委
員
会
設
置
　
≫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
規
模
等
の
理
由
か
ら
建
設
推
進
室
等
の
専
属
担
当
部
門
を
設
け
ず
、
事
業
担
当
課
が
主
と
し
て
事
業
に
あ
た
り
林

務
・
建
築
等
の
専
門
部
署
に
業
務
委
託
を
行
い
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、副
市
長
を
委
員
長
と
す
る
複
合
支
所
建
設
庁
内
推
進
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、事
業
の
方
向
性
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
等
に
つ
い
て
の
確
認
と
決
定
が
行
わ
れ
た
。（
H
27
.2
月
）

≪
　
市
産
材
利
用
か
ら
市
有
林
材
を
最
大
限
利
用
し
た
複
合
支
所
建
設
へ
の
方
針
決
定
　
≫
　
　

初
年
度
の
木
活
協
終
了
後
か
ら
平
成
27
年
年
度
当
初
に
か
け
て
、市
長
へ
の
複
合
支
所
建
設
事
業
に
お
け
る
木
造
化
に

つ
い
て「
調
達
可
能
な
市
産
材
を
適
材
適
所
で
柔
軟
に
活
用
す
る
こ
と
で
、市
産
材
を
利
用
し
た
複
合
支
所
の
木
造
化
が
可

能
で
あ
る
こ
と
。」
の
報
告
を
行
う
。

し
か
し
な
が
ら
、利
用
可
能
な
市
有
財
産
で
あ
る
市
有
林
が
存
在
し
て
お
り
、市
有
財
産
の
有
効
活
用
と
、5
0年
に
1度
の

一
大
事
業
と
し
て
市
有
林
を
利
用
し
た
複
合
支
所
建
設
へ
の
方
針
が
決
定
す
る
。

 【
プ
ロ
ッ
ト
調
査
】

市
有
林
を
利
用
し
た
木
造
複
合
支
所
建
設
を
進
め

る
た
め
、プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
要
領
資
料
と
し
て「
建

築
に
利
用
す
る
木
材
の
概
要
書
」を
作
成
す
る
う
え
で
、

実
際
に
利
用
を
す
る
市
有
林
の
材
積
等
調
査
。

○
市
有
林
施
業
者
で
あ
る

　
宇
佐
地
区
森
林
組
合
へ
委
託

○
実
施
期
間
：
H
27
.6
.1
9
～
H
27
.7
.1
4
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料
 【
製
材
乾
燥（
市
有
林
材
性
能
）試
験
】

建
築
に
利
用
す
る
市
有
林
の
材
積
や
生
育
状
況
等
を
示
し

た「
建
築
に
利
用
す
る
木
材
の
概
要
書
」で
、
横
架
材
の
ヤ
ン

グ
係
数
を
地
域
平
均
値
で
あ
る「
ス
ギ
：
E5
0」
「
ヒ
ノ
キ
：
E9
0」

と
仮
設
定
し
た
が
、
実
際
に
設
計
を
行
う
上
で
市
有
林
材
性

能
を
知
る
必
要
が
あ
る
た
め
製
材
乾
燥
試
験
を
実
施
。

　
○
業
務
委
託
先
：
木
材
協
同
組
合

　
○
委
託
期
間
　
：
H
27
.1
1.
20
～
H
27
.1
2.
25

　
　
・
丸
太
受
入
日
：
H
27
.1
1.
20

　
　
・
製
材
期
間
：
H
27
.1
2.
1
～
H
27
.1
2.
2

　
　
・
乾
燥
期
間
：
H
27
.1
2.
5
～
H
27
.1
2.
15

　
　
・
ヤ
ン
グ
係
数
等
測
定
日
：
H
27
.1
2.
22

　
○
材
長
4m
材（
ス
ギ
25
検
体
、ヒ
ノ
キ
12
検
体
）

　
　
・
試
験
結
果（
ヤ
ン
グ
係
数
）

　
　
　
※
ス
ギ
　
：
決
定
し
た
ヤ
ン
グ
係
数【
E7
0】

　
　
　
　（
最
大
13
0・
最
小
70
・
平
均
88
）

　
　
　
※
ヒ
ノ
キ
：
決
定
し
た
ヤ
ン
グ
係
数【
E1
10
】

　
　
　
　（
最
大
15
0・
最
小
90
・
平
均
12
8）

  

第
2回
W
S（
H
27
.1
2.
4開
催
）か
ら
設
計
者
を
加
え
、
上
記
の
試
験
で
得
ら
れ
た
ヤ
ン
グ
係
数（
「
ス
ギ
：
E7
0」
「
ヒ
ノ
キ
：

E1
10
」）
等
の
デ
ー
タ
を
基
に
、市
有
林
を
利
用
し
た
木
造
複
合
支
所
の
設
計
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、設
計
を
進
め
る
う
え
で
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
提
案
時
に
お
け
る「
建
築
に
利
用
す
る
木
材
の
概
要
書
」と
設
計
の
考
え
方
、

防
耐
火
に
関
す
る
基
準
法
等
の
考
え
方
、構
造
設
計
ル
ー
ト
の
基
準
上
等
の
考
え
方
に
つ
い
て
の
課
題
を
整
理
す
る
と
と
も

に
、基
本
設
計
に
お
い
て
市
有
林
材
を
ど
の
様
に
利
用
す
る
の
か
の
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
と
合
意
、木
拾
い
書
・
木
材
仕
様
書
・

木
材
発
注
仕
様
書
・
木
材
品
質
管
理
体
制
等
の
検
討
・
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
W
Sメ
ン
バ
ー
で
確
認
を
行
っ

た
。 ○
設
計
に
反
映
す
る
ヤ
ン
グ
係
数
を
ス
ギ「
E7
0」
、ヒ
ノ
キ「
E1
10
」に
決
定
。

○
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
提
案
内
容
に
お
け
る
課
題
の
解
決
。

◆「
燃
え
し
ろ
設
計
」準
耐
火

　
→
　「
裸
木
造
」
1,
00
0㎡
毎
に
RC
造
･S
造
を
入
れ
別
棟
解
釈
に
よ
り
準
耐
火
を
外
す
。

○
利
用
す
る
市
有
林
か
ら
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
材
の
最
大
規
格
の
把
握
。そ
の
規
格
を
前
提
と
し
た
設
計
に
お
け
る

工
夫
の
必
要
性
の
確
認
。

◆「
梁
15
0×
45
0」

　
→
　
市
有
林
材
で
得
ら
れ
る「
15
0×
15
0」
で
ト
ラ
ス
や
合
わ
せ
梁
な
ど
の
木
組
み
の
工
夫
と
採
用
。

○
発
注
者
・
設
計
者
・
木
材
供
給
者
の
連
携
並
び
に
支
援
者
の
協
力
体
制
の
基
盤
整
備
。

設
計
を
お
こ
な
う
上
で
必
要
な
市
有
林
材
の
状

況
一
覧
の
作
成（
木
材
調
達
調
査
）、
建
築
に
必
要

な
木
材
量
の
概
数
を
カ
バ
ー
で
き
る
伐
採
量
の
概

括
並
び
に
そ
の
生
産
に
要
す
る
期
間
と
納
期
の
把

握
、木
材
に
関
す
る
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
生
産
・
加

工
等
の
能
力
か
ら
調
達
可
能
な
木
材
の
把
握
等
の

現
実
的
な
建
築
を
見
込
ん
だ
地
域
の
木
材
情
報
の

把
握
と
共
有
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
事
業
計
画

か
ら
設
計
の
間
で
市
有
林
材
の
特
性（
ヤ
ン
グ
係
数

等
）の
事
前
把
握
の
た
め
に
試
験
伐
採
と
品
質
管
理

の
実
態
の
検
証
が
必
要
で
あ
り
、必
要
度
に
応
じ
た

試
験
等（
製
材
で
は
含
水
率
・
ヤ
ン
グ
係
数
の
確
認

の
方
法
等
を
考
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
下
記
の
と
お
り
試
験
伐
採
並
び
に
製

材
乾
燥
試
験
の
市
有
林
材
の
性
能
試
験
を
実
施
。

 【
試
験
伐
採
】

　 左
上
の
表
に
基
づ
き
、実
際
に
建
築
に
利
用
す
る

市
有
林
の
試
験
伐
採
を
実
施
。同
時
に
木
材
調
達
を

見
込
ん
だ
搬
出
路
を
確
保
。

　
○
業
務
委
託
先
：
森
林
組
合

　
○
伐
採
期
間
　
：
H
27
.1
1.
4
～
H
27
.1
2.
22

 【
原
木
丸
太
時
の
市
有
林
性
能
調
査
】

　 県
林
業
試
験
場
及
び
北
部
振
興
局
の
協
力
・
指
導

の
も
と
、原
木
丸
太
時
の
市
有
林
実
態
調
査（
タ
ッ
ピ

ン
グ
法
）。

◆
重
量

◆
寸
法（
材
長
、末
口
･元
口
の
外
周
と
直
径
）

◆
動
的
ヤ
ン
グ
係
数

 
 

な
ど
の
測
定
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料
　

【基本設計】

　

H27WSにおいて検討を行い整理した複合支所における防耐火、構造設計、市有林材を利用した木造化の

考え方などの方針を盛り込んだ基本設計が完成。

　○利用する木材の見込み材積数量

　　→製材品ベースで約700㎥
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［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料
【
原
木
管
理
業
務
委
託（
H
28
年
度
分
）】

1,
52
5㎥
の
市
有
林
を
伐
採
か
ら
製
材
品
ま
で
の
事
前
調
達
を
円
滑
か
つ
低
コ
ス
ト
で
行
う
に
は
、伐
採
場
所
か
ら
製
材
所

ま
で
の
ル
ー
ト
に
お
い
て
原
木
の
集
積
・
仕
分
け
・
選
定
を
行
う
中
間
土
場（
小
規
模
な
市
場
）が
必
要
。

　
○
業
務
委
託
先
：
森
林
組
合

　
○
委
託
期
間
　
：
H
28
.1
1.
26
～
H
29
.3
.3
1

　
○
事
業
内
容
　
：
原
木
管
理（
集
積
・
仕
分
け
・
選
定
）　
運
搬
…
ス
ギ
=3
00
㎥
、ヒ
ノ
キ
=2
20
㎥

【
実
施
設
計
の
作
成
】

■
　
基
本
設
計
か
ら
実
施
設
計
の
構
造
毎
面
積
変
更

　
基
準
法
等
に
対
応
し
、構
造
・
意
匠
上
無
理
の
な
く
適
材
適
所
に
よ
る
木
造
を
進
め
て
い
る
。

   
   
○
基
本
設
計
2,
76
7.
59
㎡
構
造
毎
内
訳（
単
位
:㎡
）　
　
　
○
実
施
設
計
2,
85
3.
99
㎡
構
造
毎
内
訳（
単
位
:㎡
）

　
   
RC
…
51
1.
09
／
S…
21
9.
71
／
木
…
2,
03
6.
79
　
　
　
RC
…
99
4.
18
／
S…
50
.2
6
／
木
…
1,
80
9.
55
 

　
 

 

≪
　
木
活
協
3年
目（
平
成
28
年
度
）　
≫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3年
目
で
あ
る
今
年
度（
平
成
28
年
度
）に
お
い
て
は
、限
ら
れ
た
寸
法
、長
さ
の
市
有
林
無
垢
材
で
建
て
ら
れ
る
工
法
へ

変
更
し
、W
S等
で
検
討
確
認
を
行
い
な
が
ら
実
施
設
計
を
進
め
て
い
る
。そ
の
実
施
設
計
に
基
づ
く
必
要
市
有
林
材
の
事
前

調
達
と
し
て
、市
有
林
の
伐
採
、製
材
乾
燥
を
実
施
中
で
あ
る
。成
果
と
し
て
、複
合
支
所
建
設
に
利
用
す
る
市
有
林
に
係
る

製
材
品
発
注
仕
様
書
の
作
成
と
、実
施
設
計
に
お
い
て
木
材
及
び
木
構
造
に
関
す
る
仕
様
書
並
び
に
特
記
す
べ
き
内
容
の

確
認
・
整
備
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

■
　
木
工
法
等
の
変
更
に
伴
う
市
有
林
材
必
要
量
の
増
加

実
施
設
計
に
入
り
、限
ら
れ
た
寸
法
、長
さ
の
小
径
木
の
市
有
林
無
垢
材
で
も
建
て
ら
れ
る
工
法
へ
変
更
し
た
こ
と
で
、製

材
品
必
要
量
が
70
0㎥
か
ら
81
8㎥
に
増
加
し
、原
木
ベ
ー
ス
で
1,
52
5㎥
の
市
有
林
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

【
複
合
支
所
建
設
に
伴
う
市
有
林
造
林
事
業
委
託（
皆
伐
分
：ス
ギ
）】

平
成
29
年
度
着
工
を
目
指
す
う
え
で
、平
成
29
年
3月
末
ま
で
に
市
有
林
材
の
集
材
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
込
ん
だ
事
前
調
達
を
実
施
。

○
業
務
委
託
先
：
森
林
組
合

　
　
市
有
林
の
施
業
方
針（
「
森
林
経
営
委
託
契
約
」H
24
.9
.1
4締
結
）に
基
づ
く
造
林
事
業
委
託

○
委
託
期
間
　
：
H
28
.1
0.
20
～
H
29
.3
.3
1

○
事
業
内
容
　
：
皆
伐
…
A=
5.
88
ha
　
　
運
搬
…
1,
33
0㎥
･8
00
t

　
　
　
　
　
　
  未
利
用
材
売
払
…
60
0t
　
　
枝
葉
売
払
…
20
0t

≪
2Ｆ
≫

≪
1Ｆ
≫
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【
製
材
品
発
注
仕
様
書
】

■
　
製
材
品
質
管
理
基
準
整
備

　
●
JA
S以
上
の
製
材
品
の
品
質
管
理

　
　
ヤ
ン
グ
係
数
　
…
　
E7
0,
E1
10
(試
験
伐
採
よ
り
)

　
　
含
水
率
　
　
　
…
　
構
造
材
D
20
,羽
柄
材
D
25
,造
作
材
D
15

　
　
ひ
び
割
れ
等
の
目
視
基
準
　
…
　
大
分
方
式
乾
燥
材
の
品
質
管
理
基
準
を
準
用

 

基
本
設
計
時
に
は
、小
径
木
の
多
い
市
有
林
の
無
垢
材
で
は
得
ら
れ
な
い
大
断
面
材
に
よ
る
燃
え
代
設
計
と
な
っ
て
い
た

が
、R
C造
の
耐
火
建
築
物
を
組
み
込
む
こ
と
で
、木
造
部
分
を
1,
00
0㎡
以
内
と
し
て
、木
造
部
は
裸
木
造
で
実
現
し
て
い
る
。

ま
た
、林
務
・
木
材
関
係
者
と
設
計
者
の
W
Sで
の
協
議
検
討
の
結
果
、市
有
林
か
ら
伐
採
可
能
な
小
径
木（
最
大
7寸
）を

活
用
し
た
木
造
架
構
と
し
て
、4
本
組
み
柱
、メ
カ
ニ
カ
ル
な
合
せ
梁
、ダ
ブ
ル
ト
ラ
ス
構
造
、ブ
レ
ー
ス
耐
震
壁
な
ど
を
採
用
。

こ
の
様
に
予
備
知
識
が
な
い
手
探
り
の
状
況
で
始
ま
っ
た
複
合
支
所
建
設
事
業
で
あ
る
が
、3
年
間
の
技
術
支
援
事
業
に

よ
り
、実
際
に
複
合
支
所
に
利
用
す
る
市
有
林
の
調
査
や
情
報
把
握
、地
場
産
業
の
活
用
方
法
の
検
討
、建
設
方
針
の
達
成

に
向
け
た
設
計
者
と
の
検
討
協
議
等
を
行
い
、基
本
計
画
の
段
階
か
ら
実
施
設
計
ま
で
の
間
に
、プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
要
領
、

製
材
品
発
注
仕
様
書
等
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
は
、地
域
の
林
業
、木
材
製
材
業
や
県
の
林
業
試
験
場
、振
興
局
の
地
域
の
森
林
・
林
業
・
木
材
に
精
通
し
て
い
る

関
係
者
か
ら
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
や
、J
AS
同
等
品
や
限
ら
れ
た
寸
法
、長
さ
、数
量
の
市
有
林
材
で
設
計
を
求
め

ら
れ
る
中
で
建
設
方
針
に
理
解
が
あ
る
設
計
者
が
携
わ
っ
た
こ
と
で
、中
規
模
木
造
で
あ
る
複
合
支
所
建
設
並
び
に
市
有
林

材
を
利
用
す
る
こ
と
で
生
じ
る
様
々
な
問
題
を
解
決
し
な
が
ら
建
設
方
針
に
基
づ
く
事
業
を
達
成
し
つ
つ
あ
る
。

（
参
考
：
安
心
院
地
域
複
合
支
所
建
設
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
予
定
）

■
　
組
み
柱
と
重
ね
梁
イ
メ
ー
ジ

■
　
耐
力
壁

■
　
ト
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
と
木
造
耐
力
壁
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事 業 者 おきたま木材乾燥センター（山形県白鷹町）

山形県白鷹町の地元杉材を製材、乾燥行うために、町内及び近隣市町内の製材所・建設会社6社の出資により、おきたま木材乾燥センター㈱が
平成28年に設立された。おきたま木材乾燥センターでは、新たに蒸気式高温乾燥機、モルダー、グレーディングマシン、含水率計等の設備が導入
された。製材や木材乾燥等を行う人材も新規に募り、地元での人材育成と技術習得が始まっている。
これから、地域で乾燥機などの機器等を地元組織で導入を考えている場合に、参考になる事例である。また、地域材の製材から乾燥、出荷のプ
ロセスはどのようなプロセスがあり、各段階の注意点や課題なども参考になる。

木材乾燥までの工程フローと問題点

　地元材を製材から乾燥、出荷までの作業プロセスと課題等をまとめた資料である。

NO 工程名 作業内容 問題点 必要冶工具・測定器・対応等

1

製
材

●丸太の選定
●木取り・大割	 � 丸太から適切な木取り

で材の狂いを微小に抑
える。

●小割	����� 指定寸法に合わせ小割
する。

＊社内製材は日報にて管理、在庫表へ入力

●製材機械の教育訓練。
●帯鋸の工具寿命が短く、交換作業も危険
が伴う。

＊丸太入荷が来年5月以降となる予定。現
在の丸太の在庫数では社内の製材工程
が手待ち状態となる。

●社員の教育訓練を実施中。
●交換作業の標準化と帯鋸を取り扱う際の
冶具や安全手袋を検討中、標準化する予
定。

●森林組合への木材の供給依頼→1/26済
　

受
入
検
査 

（
各
製
材
所
か
ら
入
荷
）

①材の寸法	�� 材厚×幅×長さ

②数量	����� ①×枚数確認

③外観	����� 赤心・黒心・割れ・虫食
い等の有無

＊材厚毎に在庫表へ入力。

＊虫食い、黒心材等の入荷もある。

●外観限度基準を設けて運用する。
●原木の選定から実施する様要望したい。
●在庫表並びに製材日報を作成テスト運
用中。

2

サ
ン
プ
リ
ン
グ
検
査
ー
１ 

（
乾
燥
室
搬
入
前
）

①含水率………… 3ヶ所／4面で12点測定
	 	 ▼	
	 3ヶ所／2面測定へ変更

②寸法検査	� スケールにて3ヶ所、幅と
高さの測定

	 	 ▼

●含水率測定用の釘の打ち込みで木材に
キズが付き、測定用の釘の打ち込みも面
倒。

●全乾法による現在使用の水分計との比較
テスト
●今後、測定部位・サンプリング数はJAS規
格に沿って測定する。

●高周波による水分計を購入済、3回目の
乾燥材に使用。（1月10日入荷）

●高周波木材水分計・・JAS/ISO9001対応
●重量計（1/100g）の秤を発注　1/27

3
桟
積
み

●ベースの台木を配置し、同じ材厚毎に桟
木を間に挟み指定段数を積む。

●含水率測定用の釘を3ヶ所打込む。

＊打ち込む場所を高さ方向・乾燥機内の横
方向等、測定場所毎のデータを採取する。
（データまとめ中）

＊材の長さにバラツキがあり桟木がセット
出来ない場合がある。

●フォークリフトの爪の厚さ以上の台木の
準備が必要。(厚さに余裕があれば爪の
抜差しが容易）重い材は取扱いが大変
だ。

●材の重さのバラツキが大きい（含水率、
密度の差）
●材の曲がりや反りで桟積み精度が狂う。
●桟積み用の桟木も反り、曲り多い。
●冬季間の材の取り扱いは材が凍り危険
が伴う。

●材の長さ/歩留まり含めた材厚や幅等の
仕様書を作成する。

●標準的なフォークリフトの爪の長さへ変
更した事により爪の厚さも薄くなり、台木
の高さも78cmで統一した為、従来より作
業性は向上した。
●1月7日から桟積み時に選別中
●かんな加工後どの程度影響するかテスト
予定。
●反りや曲りの大きい材は桟積みしない。
●反り曲がりの大きい材からの桟木は取ら
ない。

4

移
動
・
搬
入

●材厚ロット毎に桟積みされたパッケージ
をフォークリフトで乾燥室まで移動しチャ
ンネル（台車の受け台）へ載せる。
●反り・曲がり防止用の重石をセットする。
●乾燥室内のストッパーまで移動する。
●含水率測定用の端子をつなぐ。

●運搬通路が整備されていないため移動
中、桟積みが崩れる。
●チャンネルに載せる位置が決まっておら
ず位置調整に時間がかかる。

●材の高さが不足した場合、効率のよい送
風が出来ない。
●材厚毎にチャンネルに積み上げる基本
パターンが確立されていない。
●含水率測定用の釘の深さは材厚共通で
良いのか？

●乾燥室へのチャンネルの移動は人力で
は無理タイヤローダーにけん引する鉄
棒を連結する等検討を要する。

●乾燥機までの運搬通路は舗装工事が完
了し対策済。
●白線等で運搬通路や積込位置を誘導す
る予定（車内駐車場のライン引きの際合
わせて実施以来予定）
●材の積み上げの基本パターンを作成運
用中。（梁材150m／m）

●規定の高さまで材が揃わない場合は乾
燥しない。
●高周波による水分計へ変更。（1月10日入
荷）
●連結棒を製作運用中。（1月7日から実施
済）

2017年1月27日　
おきたま木材乾燥センター

068



［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料

NO 工程名 作業内容 問題点 必要冶工具・測定器・対応等

5 乾
燥

●含水率測定用端子をつなぎ大扉を閉め
る。
　　　　▼
●ヘッター・ヒーターブロー等運転前の準
備をする。
　　　　▼
●乾燥プログラム内容確認し、スタート。
　　　　▼
●日々乾燥日誌に温室度並びに含水率を記
録する。
　　　　▼
●含水率の状況で乾燥プログラムを変更す
る必要があれば変更する。

●各設備の担当電話番号が不明。緊急の
場合は作業者が対応するため設備担当
業者の連絡先一覧表の掲示が必要。又、
社内の緊急連絡網等もあれば良い。
●含水率の3点測定値にバラツキがありど
の測定値を目安にプログラムを変更調
整すれば良いか具体的な基準が無い。

●設備及び担当者の連絡先の一覧を作成
運用中。

●含水率毎に選別した木材の中の中間の
含水率を目安にタイムスケジュールを調
整する事とした。

●乾燥機内の高さ・水平方向等の乾燥状態
をモニタリング、データ取り実施中。

6 搬
出

●搬出準備・・・	●ボイラー停止
	 	 	 ▼
	 ●ヘッターバルブ閉
	 	 	 ▼
	 ●記録計切
	 	 	 ▼
	 ●乾燥室内温度50℃以下で

バルブ開
	 	 	 ▼
	 ●大扉を少し開ける（三cm位）
	 	 	 ▼
	 ●外気温度＝乾燥室内温度
	 	 	 ▼
	 ●リード線外し、測定用の釘

を抜く
	 	 	 ▼
	 ●材の搬出
	 	 	 ▼
	 ●給水タンク並びに湿球用タ

ンクの水・ガーゼ交換掃除。

●冬季間のボイラー及び付帯設備の配管
周りの凍結の発生あり。

●吸排気口の一部を遮断する。
●常時1台のボイラーは稼動する。

7

移
動
／
保
管

●倉庫への移動。乾燥レベルに応じ乾燥後
は桟積み若しくは結束し移動。

●乾燥レベルに応じ、倉庫へ桟積み状態　
若しくは結束し材厚毎に保管する。

●材厚・長さ違い・ロット毎の保管は現在
の倉庫スペースでは手狭となる。

●倉庫内での材割れも発生する為、保管状
態の改善も必要か。
●倉庫を有効活用する為　長期の保管は
望ましくない？

●倉庫搬入口にひさしを設置倉庫スペース
を有効に使用する案を検討。

●1～2ヶ月位のサイクルで在庫回転が理
想。

8

サ
ン
プ
リ
ン
グ
検
査
ー
２ 

（
乾
燥
室
か
ら
搬
出
後
）

●含水率
●寸法
●ヤング率

●サンプリング方法等はJAS規格に則り実
施。

●JAS認定製材所の品質管理方法並びに
工程見学が必要。→事務局が対応検討
中

9
木
材
加
工 

（
マ
ル
チ
四
面
か
ん
な
盤
） 

Ｋ
Ｆ
Ｐ
ー
Ｓ
５
０
０

●加工材毎に寸法測定し、曲りや反りを確
認後、切削寸法を入力し加工する。

●指定寸法で加工する。

●材毎にかなりの寸法、反りが異なり設定
する為に時間が掛る。

●刃物交換に時間が掛る。又、刃物の単価
も高い？
●工場内の結露対策が必要。
●現場雰囲気の防塵防音対策が必要。

●社員毎にOJT実施中。

●暫定対策実施済。
●耳せん等の対応検討中

10

出
荷
検
査
／
梱
包

●含水率
●寸法
●ヤング率

＊サンプリング方法等はJAS規格に則り実
施。

●実際の現場教育が必要→認定工場見学
予定中

11
教
育
訓
練

●木材の運搬搬出時の運転免許等。
●切削刃物使用時の有資格者の免許等。 

●有資格者が数名しかいない。又、どのよ
うな資格が必要か分からない。

●順次資格取得に向けトライする。
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事 業 者 滋賀県米原市

本マニュアルは、米原市が2年間の技術支援を受け、地域材を分離発注し、木造の認定子ども園を建設する過程で取り組まれた内容をまとめた
ものである。林務課の担当者がまとめたので、建築や木造建築の知識などを技術支援から学んだ内容や市職員目線、担当者異動後の引き継ぎな
ども視野に入れている点が特徴であり、これから取り組む団体の参考となる。
林務担当者が、情報をまとめ経験を蓄積し、地域の木材調達体制を構築したことで、今後建設予定の特別養護老人ホームにおいて、地域材を活
用するために材工分離発注から品質管理までを支援を行うという、展開が広がっている。

滋賀県米原市公共建築物等における
地域材の利用促進マニュアル
　 公 共 建 築 物において地 域 材を利 用する上で、建 築や林 業 が 専 門 外の市 職員が 取り組み易いよう、市 内の林 業・製 材 業の
実態を踏まえ、ポイントや実際の手順などを取りまとめたものである。

米原市公共建築物等における

地域材の利用促進マニュアル

（木造化促進版）

平成29年3月

米原市経済環境部林務課

かなん認定こども園
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・
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・
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・
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・
・
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・
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・
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（
1）
ま
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ら
認
定
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も
園

（
2）
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
ひ
だ
ま
り

10
　
参
考
資
料
 

・
・
・
13

（
1）
こ
と
ば
の
説
明

（
2）
滋
賀
県
木
材
業
者
お
よ
び
製
材
業
者
登
録
条
例

（
3）
び
わ
湖
材
産
地
証
明
制
度

（
4）
米
原
市
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
地
域
産
木
材
の
利
用
方
針

（
5）
米
原
市
公
共
建
築
物
等
の
木
造
化
・
木
質
化
に
お
け
る

地
域
産
木
材
の
需
給
に
関
す
る
協
定

（
6）
製
材
品
購
入
仕
様
書
(案
)

（
7）
米
原
市
木
造
・
木
質
化
・
木
製
品
の
取
組
状
況

は
じ
め
に

本
市
は
、伊
吹
山
を
頂
点
と
す
る
南
北
に
連
な
る
峰
々
か
ら
琵
琶
湖
へ
と
つ
な
が
る
水
の
流
れ
の
上
流
に
位
置
す
る
ま
ち

で
あ
り
、澄
ん
だ
空
気
を
再
生
す
る
森
林
を
守
り
、命
を
育
む
大
切
な
水
を
人
々
に
届
け
る
と
い
う
重
要
な
使
命
を
持
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、平
成
21
年
6月
に「
水
源
の
里
ま
い
ば
ら
元
気
み
ら
い
条
例
」を
制
定
し
、水
源
の
里
で
あ
る
農
山
村
地
域
の
持

続
的
発
展
を
図
っ
て
い
ま
す
。

市
の
三
方
を
取
り
囲
む
森
林
は
、市
域
の
63
％
を
占
め
、半
数
近
く
が
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
で
す
。こ
れ
ら
の
人

工
林
資
源
の
多
く
が
、利
用
可
能
な
時
期
を
迎
え
る
一
方
、木
材
価
格
の
下
落
等
の
影
響
な
ど
に
よ
り
森
林
の
手
入
れ
が
十

分
に
行
わ
れ
ず
、国
土
保
全
な
ど
森
林
の
多
面
的
機
能
の
低
下
が
大
い
に
懸
念
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
お
り
、木
を
使
う
こ
と

に
よ
り
、森
を
育
て
、林
業
の
再
生
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、現
在
、木
造
化
・
木
質
化
率
が
低
い
公
共
建
築
物
に
お
い
て
市
が
率
先
し
て
木
材
利
用
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、民
間
事
業
者
に
も
市
の
方
針
に
即
し
た
主
体
的
な
取
組
を
促
し
、住
宅
な
ど
一
般
建
築
物
へ
の
波
及
効
果

を
含
め
木
材
全
体
の
需
要
拡
大
を
目
指
す
た
め
、平
成
26
年
5月
に「
米
原
市
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
地
域
産
木
材
の
利

用
方
針
」を
定
め
ま
し
た
。

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、公
共
建
築
物
に
お
い
て
地
域
材
を
利
用
す
る
上
で
、建
築
や
林
業
が
専
門
外
の
市
職
員
が
取
り
組
み

易
い
よ
う
、市
内
の
林
業
・
製
材
業
の
実
態
を
踏
ま
え
、ポ
イ
ン
ト
や
実
際
の
手
順
な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

な
お
、本
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、平
成
28
年
度
林
野
庁
補
助
事
業
の「
設
計
段
階
か
ら
の
技
術
支
援
事
業
」に
よ
り
支
援
を
受
け
、

作
成
し
ま
し
た
。
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4　
地
域
の
林
業
・
製
材
業
の
実
態

（
1）
素
材
(原
木
)生
産

①
　
生
産
量

米
原
市
内
に
お
け
る
素
材
(原
木
)生
産
は
、主
に
森
林
所
有
者
の
協
同
組
織
で
あ
る
滋
賀
北
部
森
林
組
合
が
担
っ
て
お
り
、

現
在
は
施
業
集
約
化
に
よ
る
間
伐
を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
間
生
産
量
は
表
－
1「
滋
賀
北
部
森
林
組
合
素
材
生
産
量
」の
と
お
り
で
あ
り
、こ
の
う
ち
建
築
用
原
木
の
割
合
は
約
3割

で
す
。

表
－
1　
滋
賀
北
部
森
林
組
合
素
材
生
産
量

年
　
度

素
材
生
産
量

う
ち
米
原
市
内

市
内
の
主
な
伐
採
場
所

平
成
26
年
度（
実
績
）

6,
10
0㎥

3,
66
3㎥

上
丹
生
、
梓
河
内
、
大
清
水
、

伊
吹
、柏
原
、野
一
色

平
成
27
年
度（
実
績
）

7,
24
5㎥

3,
51
1㎥

上
丹
生
、
梓
河
内
、
大
清
水
、

柏
原
、弥
高

平
成
28
年
度（
計
画
）

8,
99
6㎥

5,
01
9㎥

上
丹
生
、
梓
河
内
、
大
清
水
、

柏
原
、
弥
高
、
伊
吹
、
番
場
、

大
久
保
、多
和
田

平
均

7,
44
7㎥

4,
06
4㎥

②
　
公
共
建
築
物
の
素
材
(原
木
)の
確
保

素
材
(原
木
)生
産
は
、6
月
か
ら
盆
明
け
ま
で
を
除
い
た
期
間
に
、主
に
間
伐
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、 一
般
住
宅
に
使
わ

れ
る
4寸
角
用
(一
般
流
通
材
)ま
で
太
さ
の
原
木
は
、設
計
段
階
で
太
さ
・
長
さ
別
の
設
計
数
量
(慨
数
)の
情
報
を
森
林
組
合

と
共
有
す
る
こ
と
で
調
達
が
可
能
で
す
。

長
尺
梁
・
桁
用
の
特
注
原
木
は
調
達
が
困
難
で
あ
る
た
め
、設
計
段
階
に
お
い
て
森
林
組
合
と
情
報
共
有
し
て
地
域
で
調

達
可
能
か
、予
め
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

　

1　
地
域
材
の
定
義

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
け
る
地
域
材
は
、滋
賀
北
部
森
林
組
合
管
内
(米
原
市
お
よ
び
旧
浅
井
町
)に
お
い
て
伐
採
さ
れ
た
原

木
丸
太
を
、米
原
市
内
の
製
材
所
で
製
材
さ
れ
た
木
材
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。た
だ
し
、供
給
が
不
足
す
る
場
合
は
滋
賀
県
内

で
伐
採
、製
材
さ
れ
た
木
材
を
含
め
ま
す
。

2　
地
域
材
の
対
応
範
囲

建
築
材
料
は
、大
き
く
構
造
材
、内
装
材
に
分
か
れ
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
地
域
材
で
対
応
で
き
る
の
は
、現
時

点
に
お
い
て
構
造
材
に
な
り
ま
す
。

3　
地
域
材
の
生
産
か
ら
利
用
の
流
れ

原
木
土
場

(滋
賀
北
部
森
林
組
合
)
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（
3）
乾
燥

乾
燥
機
を
所
有
し
て
い
る
製
材
業
者
は
、市
内
に
お
い
て
は
表
－
2の
2社
で
あ
り
、公
共
建
築
物
の
製
材
品
に
対
応
し
て

い
る
の
は
1社
の
み
で
、も
う
1社
は
自
社
製
品
(木
製
パ
レ
ッ
ト
)の
乾
燥
の
み
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
の
状
況
は
、表
－
3の
と
お
り
で
あ
り
、乾
燥
時
間
が
短
い
高
温
乾
燥
機
を
5社
が
所
有
し
て
い
ま
す
が
、 公
共
建
築
物

の
製
材
品
へ
の
対
応
は
十
分
で
無
く
、乾
燥
は
製
材
品
調
達
に
お
い
て
最
も
ネ
ッ
ク
に
な
る
工
程
で
す
。公
共
建
築
物
の
乾

燥
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、通
常
取
引
の
一
般
流
通
材
の
乾
燥
を
一
時
ス
ト
ッ
プ
す
る
必
要
が
あ
り
、特
注
原
木
と
同
様
、設

計
段
階
に
お
い
て
乾
燥
機
を
所
有
す
る
製
材
業
者
と
情
報
共
有
し
て
乾
燥
が
可
能
か
、予
め
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。 表
－
3　
滋
賀
県
内
の
人
工
乾
燥
材
出
荷
状
況
(平
成
27
年
)　
　
 　
(単
位
：
㎥
)

事
業
者
名

(工
場
名
)

人
工
乾
燥
材

出
荷
量

左
の
内
訳

高
温
乾
燥
器

備
　
考

ス
ギ

ヒ
ノ
キ

外
材

㈲
白
谷
製
材

90
0

50
85
0

○
米
原
市

鳥
居
木
材
㈱

－
－

－
－

○
長
浜
市

H
27
導
入

㈱
滋
賀
原
木

10
7

96
6

5
○

彦
根
市

田
辺
工
業
㈱

12
9

4
53

72
長
浜
市

滋
賀
中
央
森

組
20
8

20
8

○
甲
賀
市

㈱
伊
藤
源

18
0

13
0

50
○

大
津
市

（
2）
製
材

市
内
の
製
材
業
者
は
、「
滋
賀
県
木
材
業
者
お
よ
び
製
材
業
者
条
例
」
(昭
和
29
年
12
月
27
日
滋
賀
県
条
例
第
66
号
)に
基

づ
く
登
録
者
が
8社
あ
り
、こ
の
う
ち「
び
わ
湖
材
産
地
証
明
制
度
」に
基
づ
く
認
定
事
業
体
(び
わ
湖
材
認
定
事
業
体
)は
、表

－
2「
び
わ
湖
材
認
定
事
業
体
一
覧
表
」の
と
お
り
で
す
。

公
共
建
築
物
の
木
造
・
木
質
化
に
お
い
て
は
、県
の
補
助
事
業
で
あ
る「
び
わ
湖
材
利
用
促
進
事
業
」を
活
用
し
ま
す
の
で
、

製
材
品
は
び
わ
湖
材
認
定
事
業
体
か
ら
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
、対
応
で
き
る
の
は
4社
で
す
。

表
－
2　
び
わ
湖
材
認
定
事
業
体
一
覧
表

認
定
番
号

事
業
体
名

①
住
所

②
電
話
番
号

製
　
材
　
機
　
械

公 共 対 応 可

乾 燥 機 所 有
帯
ノ
コ
盤

（
原
木
対
応
直
径
）

送
材
車

（
原
木
対
応
長
さ
）

湖
北
4

力
興
木
材
工
業
㈱

①
春
照
12
5

②
58
-0
02
9

現
在
設
備
稼
働
な
し

（
今
後
も
予
定
な
し
）

湖
北
5

滋
賀
北
部
森
林
組
合

①
市
場
43
8

②
55
-8
00
8

0.
6m

6m
○

湖
北
8

㈲
白
谷
製
材

①
伊
吹
95
4-
3

②
58
-0
00
3

0.
7m

6m
○

○

湖
北
9

草
野
製
材
所

①
間
田
54
7-
1

②
55
-1
24
0

1.
2m

9m
○

湖
北
11

㈲
白
谷
木
材

①
上
野
78
4

②
58
-0
96
0

0.
9m

9m
○

湖
北
33

山
室
木
材
工
業
㈱

①
大
野
木
17
51
-5

②
57
-0
10
1

現
在
設
備
稼
働
な
し

（
今
後
も
予
定
な
し
）

○

湖
北
46

堀
田
建
築

①
市
場
27
7

②
55
-1
03
5

0.
6m

4m

乾
燥
機

(㈲
白
谷
製
材
)
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5　
地
域
材
利
用
の
ポ
イ
ン
ト

こ
れ
ま
で
市
内
に
お
け
る
中
大
規
模
の
公
共
建
築
物
は
、建
築
コ
ス
ト
、期
間
や
取
り
組
み
易
さ
か
ら
多
く
が
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
ま
た
は
鉄
骨
造
で
建
築
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
木
造
で
建
築
さ
れ
る
場
合
も
、市
外
や
県
外
の
材
料
を
使
わ
れ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

し
か
し
、地
域
の
林
業
・
製
材
業
の
実
態
を
踏
ま
え
、ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
工
夫
や
調
整
を
す
る
こ
と
で
、地
域
材
を
使
っ

て
コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、地
域
材
を
使
う
こ
と
は
、適
正
な
対
価
を
森
林
所
有
者
や
森
林

に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
、山
村
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、市
民
の
安
全
・
安
心
、森
林
環
境
の
保
全
の
三
方
良
し
の
社
会
へ

の
貢
献
度
が
大
き
い
取
組
で
す
。

公
共
建
築
物
の
木
造
・
木
質
化
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、「
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共
建
築
物
を
地
域
の
力
で
作
り
上
げ

る
」と
い
う
視
点
と
心
構
え
で
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

（
1）
調
整
会
議

情
報
共
有
、取
組
範
囲
の
決
定
、調
達
(発
注
)方
法
や
コ
ス
ト
縮
減
の
検
討
を
行
う
会
議
を
設
置
し
ま
す
。設
計
者
、森
林

組
合
、製
材
業
者
お
よ
び
行
政
(建
築
原
課
、林
務
課
)で
構
成
し
、林
務
課
が
設
置
・
招
集
し
ま
す
。調
整
会
議
は
、こ
れ
ま
で

に
2物
件
で
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、円
滑
な
運
営
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
2）
情
報
共
有

調
整
会
議
に
お
い
て
、建
築
概
要
、素
材
(原
木
)生
産
状
況
、地
域
で
流
通
し
て
い
る
製
材
品
(一
般
流
通
材
、表
－
4
｢調

達
可
能
木
材
リ
ス
ト
(構
造
材
)｣
)等
の
情
報
を
共
有
し
ま
す
。現
時
点
で
は
木
造
に
精
通
し
た
設
計
者
が
少
な
い
た
め
、担
当

設
計
者
に
素
材
生
産
や
製
材
現
場
を
見
学
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、製
材
品
(無
等
級
材
)の
品
質
管
理
の
状
況
を
確
認
し
て
も

ら
う
こ
と
で
地
域
材
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
ま
す
。

な
お
、事
業
主
体
が
民
間
の
場
合
は
、県
補
助
事
業
の
｢び
わ
湖
材
利
用
促
進
事
業
｣の
説
明
と
と
も
に
、国
産
材
、 び
わ

湖
材
、地
域
材
の
説
明
を
行
い
、主
に
何
材
を
使
用
し
て
建
築
す
る
の
か
意
向
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
3）
取
組
範
囲

調
整
会
議
に
お
い
て
、共
有
し
た
情
報
を
基
に
し
て
構
造
材
の
う
ち
地
域
材
で
の
取
組
範
囲
(e
x.
柱
、土
台
、桁
、梁
等
)を

決
定
し
ま
す
。取
組
範
囲
は
、原
木
、製
材
や
乾
燥
等
の
状
況
か
ら
確
実
に
地
域
(市
内
)で
対
応
で
き
る
範
囲
と
し
、無
理
の

な
い
範
囲
に
す
る
こ
と
で
継
続
し
て
取
り
組
め
ま
す
。

（
4）
品
質
管
理

中
大
規
模
の
木
造
建
築
物
は
、寸
法
、材
質
、強
度
性
能
等
の
品
質
が
明
確
で
安
全
性
に
優
れ
た
規
格
木
材
を
使
用
す
る

必
要
が
あ
り
、登
録
認
定
機
関
に
よ
り「
製
材
の
日
本
農
林
規
格
」に
適
合
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
た
工
場
(J
AS
認
定
工
場
)で

製
材
さ
れ
、等
級
区
分
さ
れ
た
JA
S製
材
品
を
原
則
使
用
し
ま
す
。

し
か
し
、市
内
に
は
認
定
工
場
が
無
く
、県
内
に
も
彦
根
市
の
1社
(㈱
滋
賀
原
木
)の
み
で
す
の
で
、本
市
で
は
、等
級
区
分

さ
れ
て
い
な
い
木
材
(無
等
級
材
)を
使
用
し
て
い
ま
す
。

無
等
級
材
は
、特
に
強
度
(ヤ
ン
グ
率
)と
含
水
率
を
管
理
す
る
こ
と
で
、無
等
級
材
の
基
準
値
を
満
た
し
て
い
る
か
、ま
た
、

設
計
仕
様
に
基
づ
く
品
質
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
を
確
認
で
き
ま
す
。木
材
の
品
質
指
定
と
管
理
を
行
う
こ
と
が
、建
築
の

構
造
の
安
全
確
保
が
可
能
と
な
り
、竣
工
後
の
瑕
疵
を
防
ぎ
、維
持
管
理
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

※
建
築
確
認
申
請
時
に
、部
材
に
よ
っ
て
は
無
等
級
材
を
JA
S製
材
品
に
変
更
指
示
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、手
戻
り
が
発

生
し
な
い
よ
う
審
査
機
関
と
十
分
に
事
前
協
議
し
て
下
さ
い
。

品
質
検
査
状
況

(ま
い
ば
ら
認
定
こ
ど
も
園
)

打
撃
に
よ
る
強
度
検
査

含
水
率
検
査
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表
－
4　
調
達
可
能
木
材
リ
ス
ト
(構
造
材
)

※
1　
調
達
の
難
易
度
は
、◎
：
容
易
、○
：
普
通
で
す
。

※
2　
太
線
枠
内
は
地
域
材
、そ
の
他
は
県
産
材
で
す
。

ス
ギ

規
格
(m
m
)

長
さ
(m
)

含
水
率
目
安

ヤ
ン
グ
率
目
安

3
4

6

90
×
90

○
○

－

20
70

10
5×
10
5

◎
◎

－

12
0×
12
0

◎
◎

○

13
5×
13
5

○
○

○

12
0×
13
5

○
○

○

12
0×
15
0

○
○

○

12
0×
18
0

○
○

○

12
0×
21
0

○
○

○

12
0×
24
0

○
○

○

12
0×
27
0

○
○

○

12
0×
30
0

○
○

○

ヒ
ノ
キ 規
格
(m
m
)

長
さ
(m
)

含
水
率
目
安

ヤ
ン
グ
率
目
安

3
4

6

90
×
90

○
○

－

20
90

10
5×
10
5

◎
◎

－

12
0×
12
0

◎
◎

－

13
5×
13
5

○
○

－

12
0×
13
5

○
○

－

12
0×
15
0

○
○

－

12
0×
18
0

－
－

－

12
0×
21
0

－
－

－

12
0×
24
0

－
－

－

12
0×
27
0

－
－

－

12
0×
30
0

－
－

－

（
4）
調
達
(発
注
)方
法

製
材
品
の
調
達
(発
注
)方
法
は
、建
築
工
事
に
含
め
る
一
括
方
式
と
、工
事
に
含
め
な
い
分
離
方
式
が
あ
り
ま
す
。大
量
の

製
材
品
を
一
定
期
間
内
に
調
達
す
る
必
要
が
あ
る
中
大
規
模
施
設
の
建
築
に
お
い
て
は
、分
離
方
式
の
方
が
円
滑
に
調
達

で
き
ま
す
の
で
、調
整
会
議
で
の
検
討
・
調
整
と
市
役
所
内
部
で
の
検
討
・
調
整
を
行
い
決
定
の
上
、必
要
な
予
算
を
措
置
し

ま
す
。

な
お
、ま
い
ば
ら
認
定
こ
ど
も
園
の
木
造
園
舎
の
建
築
は
分
離
方
式
で
発
注
し
て
お
り
、製
材
品
購
入
仕
様
書
、参
考
見
積

の
徴
収
方
法
、入
札
方
法
に
つ
い
て
定
ま
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

（
5）
コ
ス
ト
縮
減

調
整
会
議
に
お
い
て
、コ
ス
ト
縮
減
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

①
 調
達
コ
ス
ト
の
縮
減

一
般
流
通
材
を
用
い
て
設
計
す
る
こ
と
で
材
料
の
調
達
が
容
易
に
な
り
調
達
コ
ス
ト
を
縮
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

尺
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
採
用
す
る
こ
と
や
、通
常
、集
成
材
や
特
注
材
を
使
用
す
る
ス
パ
ン
が
長
い
箇
所
を
ト
ラ
ス
構
造
に
す

る
こ
と
な
ど
設
計
の
工
夫
に
よ
り
一
般
流
通
材
の
使
用
比
率
を
高
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
、接
合
金
物
に
一
般
住
宅
の
既

成
品
を
使
用
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。

②
 流
通
コ
ス
ト
の
縮
減

通
常
、製
材
用
原
木
は
市
場
か
ら
調
達
さ
れ
ま
す
が
、設
計
段
階
で
部
材
の
規
格
、数
量
の
情
報
を
設
計
者
と
森
林

組
合
が
共
有
す
る
こ
と
で
必
要
な
原
木
を
森
林
組
合
内
に
ス
ト
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
、市
場
を
通
す
必
要
が
無
く
な
る

た
め
、流
通
コ
ス
ト
を
縮
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(p
1　
「
3　
地
域
材
の
生
産
か
ら
利
用
の
流
れ
と
市
内
外
の
状
況
」参
照
)

③
 造
材
・
製
材
コ
ス
ト
の
縮
減

通
常
、製
材
用
原
木
は
1m
単
位
＋
余
尺
の
長
さ
で
造
材
(用
途
･材
質
等
に
応
じ
て
原
木
の
長
さ
を
切
り
揃
え
る
こ
と
)

し
ま
す
が
、設
計
段
階
で
建
築
部
材
の
規
格
情
報
を
設
計
者
と
森
林
組
合
が
共
有
す
る
こ
と
で
、無
駄
の
無
い
造
材
・
製

材
が
可
能
に
な
り
、歩
留
ま
り
率
が
向
上
し
て
造
材
・
製
材
コ
ス
ト
を
縮
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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6　
調
整
会
議
の
進
め
方

調
整
会
議
を
開
催
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、表
－
5「
建
築
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
調
整
会
議
」の
と
お
り
で
あ
り
、表
－
5は
こ
れ
ま

で
の
実
績
を
基
に
作
成
し
て
い
ま
す
。3
回
程
度
開
催
し
、地
域
材
利
用
の
ポ
イ
ン
ト
(2
)～
(5
)の
情
報
共
有
、取
組
範
囲
の

決
定
、調
達
(発
注
)方
法
の
検
討
お
よ
び
コ
ス
ト
縮
減
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

7　
製
材
用
原
木
の
確
保
に
関
す
る
協
定

中
大
規
模
の
木
造
公
共
施
設
の
建
築
に
お
い
て
は
、大
量
の
製
材
用
原
木
を
一
定
期
間
内
に
調
達
す
る
必
要
が
あ
り
、流

通
量
が
少
な
い
地
域
材
を
市
場
か
ら
調
達
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、平
成
28
年
3月
に
滋
賀
北
部
森
林
組
合
と
市
に
お
い
て「
米
原
市
公
共
建
築
物
等
の
木
造
化
・
木
質
化
に
お
け

る
地
域
産
木
材
の
需
給
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
、木
造
公
共
施
設
を
建
築
す
る
場
合
は
設
計
段
階
で
部
材
の
規
格
、数

量
の
情
報
を
森
林
組
合
と
共
有
し
、森
林
組
合
内
に
必
要
な
原
木
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、こ
の
こ
と
は
製
材
用
原
木
を
調
達
す
る
上
で
必
要
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、森
林
組
合
の
会
計
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
の
で
、必
ず
組
合
の
会
計
年
度
内
(5
月
末
ま
で
)に
会
計
処
理
(原
木
の
売
り
先
の
確
保
＝
落
札
者

の
決
定
)を
完
了
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

8　
最
後
に

地
域
材
を
利
用
し
た
中
大
規
模
の
木
造
公
共
施
設
の
建
築
は
、他
の
構
造
に
比
べ
調
整
が
格
段
に
大
変
で
あ
る
、と
の
見

方
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、米
原
市
に
お
い
て
は
森
林
組
合
や
製
材
業
者
の
協
力
が
得
ら
れ
、林
務
課
が
支

援
す
る
体
制
が
出
来
上
っ
て
い
ま
す
の
で
、本
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
さ
れ
、地
域
へ
の
貢
献
度
が
高
い
地
域
材
に
よ
る
公
共

施
設
の
建
築
を
目
指
し
て
下
さ
い
。　
 

事項
設　計　年　度 建　築　年　度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

調査 入札 土質 土質

設計

入札 基本 基本 基本

平
面
決
定

意匠 意匠 意匠

工
事
費
積
算

設備 設備 設備 設備

構造 構造 構造

数量 数量

建築確認

監理 入札

本体工事 入札 契約 準備 基礎 基礎

プ
レ
カ
ッ
ト

建
て
方

内装 内装 内装

外構工事 外構

原木調達 協定

製材品調達 入札 引渡

調整会議

　

一
般
流
通
材
使
用
の
検
討

①
情
報
共
有

　

調
達(

発
注)

方
法
の
検
討

　

取
組
範
囲
の
決
定

②
部
材
概
略
リ
ス
ト
確
認

　

製
材
品
仕
様
書
検
討

③
部
材
詳
細
リ
ス
ト
確
認

木
拾
い

表－５　建築スケジュールと調整会議
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（
2）
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
ひ
だ
ま
り

事
業
主
体

社
会
福
祉
法
人
　
ひ
だ
ま
り

構
造

木
造
二
階
建
て

規
模

延
床
面
積
　
約
1，
49
0㎡

地
域
材
取
組
範
囲

構
造
材
で
調
整
中

調
達
(発
注
)方
法

分
離
方
式（
予
定
）

調 整 会 議

構
成
員

設
計

TA
PR
O
O
T

原
木

滋
賀
北
部
森
林
組
合

製
材

滋
賀
県
木
材
協
会
米
原
支
部

原
課

－

支
援

林
務
課

調
整
会
議
の
運
営
に
活
用
し

た
事
業

無
し

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

無
し

開
催
回
数

平
成
28
年
度
:3
回

検
討
内
容
等

①
事
業
主
体
、設
計
事
務
所
、森
林
組
合
、製
材
業
者
と
林
務
課
に
よ
り
、建
築
概
要
、素
材
(原

木
)生
産
状
況
、一
般
流
通
材
等
の
情
報
を
共
有
し
た
。ま
た
、事
業
主
体
に
県
補
助
事
業
の

｢び
わ
湖
材
利
用
促
進
事
業
｣の
説
明
と
、国
産
材
、び
わ
湖
材
、地
域
材
の
説
明
を
行
い
、

主
に
地
域
材
に
よ
り
建
築
す
る
旨
の
確
認
を
行
っ
た
。

②
製
材
品
の
調
達
(発
注
)方
法
に
つ
い
て
、一
括
方
式
、分
離
方
式
の
説
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

地
元
へ
の
思
い
入
れ
か
ら
分
離
方
式
を
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、発
注
か
ら
品
質
管
理
ま

で
設
計
事
務
所
と
林
務
課
が
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

③
1階
の
天
井
高
が
3m
を
若
干
超
え
、
通
常
の
柱
材
3m
で
は
対
応
で
き
な
い
た
め
、
柱
材

3.
1m
に
な
る
よ
う
造
材
・
製
材
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

④
原
木
を
提
供
す
る
集
落
、生
産
者
の
森
林
組
合
、事
業
主
体
に
よ
り
木
材
の
提
供
・
使
用
に

関
す
る
協
定
を
結
び
、顔
が
見
え
る
形
で
当
該
施
設
の
建
築
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

9　
参
考
事
例

（
1）
ま
い
ば
ら
認
定
こ
ど
も
園

事
業
主
体

米
原
市

構
造

木
造
平
屋
建
て
(一
部
二
階
建
て
)

規
模

延
床
面
積
　
約
2，
65
0㎡

地
域
材
取
組
範
囲

構
造
材
一
式
　
約
30
0㎥
（
集
成
材
除
く
）

調
達
(発
注
)方
法

分
離
方
式

調 整 会 議

構
成
員

設
計

㈱
込
山
建
築
設
計
事
務
所

原
木

滋
賀
北
部
森
林
組
合

製
材

滋
賀
県
木
材
協
会
米
原
支
部

原
課

保
育
幼
稚
園
課

支
援

林
務
課

調
整
会
議
の
運
営
に
活
用
し

た
事
業

平
成
27
、2
8年
度
　
林
野
庁
補
助
事
業

木
造
公
共
建
築
物
の
整
備
に
係
る
設
計
段
階
か
ら
の
技
術
支
援

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

・
㈲
山
辺
構
造
設
計
事
務
所
 

山
辺
　
豊
彦
氏

・
㈱
現
代
計
画
研
究
所
 

加
来
　
照
彦
氏

・
山
形
県
鶴
岡
市
建
築
課
 

後
藤
　
章
子
氏

・
㈱
ア
ル
セ
ッ
ド
建
築
研
究
所
 

大
倉
　
靖
彦
氏

開
催
回
数

平
成
27
年
度
:8
回
、平
成
28
年
度
：
1回

検
討
内
容
等

【
平
成
27
年
度
】

①
市
の
建
築
原
課
、林
務
課
、設
計
事
務
所
、森
林
組
合
、製
材
所
と
一
緒
に
な
っ
て
原
木
の

現
場
か
ら
製
材
所
の
現
地
調
査
を
行
う
事
で
、一
般
流
通
材
の
情
報
共
有
が
図
れ
た
。

②
遊
戯
室
の
9m
ス
パ
ン
と
な
る
ト
ラ
ス
は
、支
点
を
3点
、圧
縮
方
向
に
斜
材
を
入
れ
る
こ
と

で
、ピ
ッ
チ
を
狭
く
断
面
を
小
さ
く
で
き
、一
般
流
通
材
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
木
材
調
達
に
つ
い
て
、素
材
生
産
者
で
あ
る
森
林
組
合
の
調
達
リ
ス
ク
を
無
く
す
た
め
需
給

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
り
、今
後
の
調
達
が
し
や
す
く
な
っ
た
。

④
技
術
支
援
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
意
見
を
受
け
、木
材
の
分
離
発
注
に
お
け
る
仕
様
書
(案
)を
作

成
で
き
た
。

【
平
成
28
年
度
】

①
発
注
者
、施
工
者
は
、製
材
品
の
受
け
渡
し
の
工
程
管
理
や
プ
レ
カ
ッ
ト
業
者
、製
材
業
者
と

の
調
整
を
十
分
行
っ
て
な
く
、製
材
業
者
が
納
入
計
画
を
立
て
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
が
、

施
工
者
と
プ
レ
カ
ッ
ト
業
者
が
協
力
し
て
製
材
品
の
調
達
計
画
を
作
成
し
、発
注
者
が
確
認

し
て
、製
材
業
者
と
の
調
整
を
図
り
円
滑
に
受
け
渡
し
が
行
え
る
体
制
づ
くり
が
で
き
た
。

②
分
離
発
注
の
仕
様
書
で
は
、構
造
材
の
含
水
率
を
20
％
程
度
と
し
、部
材
毎
の
含
水
率
設

定
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、設
計
者
へ
の
確
認
と
富
山
県
の
事
例
を
参
考
に
発
注
者
と
監

理
者
が
協
議
し
、部
材
毎
の
含
水
率
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

③
今
後
、本
市
に
お
い
て
木
造
公
共
施
設
等
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、推
進
体
制

を
再
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、川
上
(林
業
)、
川
中
(加
工
)、
川
下
(設
計
・
施
工
)の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
が
で
き
る
建
築
関
係
の
専
門
家
を
確
保
し
、林
業
・
建
築
が
専
門
で
な
い
技
術
系
職

員
で
も
取
り
組
め
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

077



［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料
（
2）
滋
賀
県
木
材
業
者
お
よ
び
製
材
業
者
登
録
条
例

（
目
的
）

第
 1条
　
こ
の
条
例
は
、木
材
業
者
、製
材
業
者
の
事
業
の
能
力
お
よ
び
動
態
を
明
確
に
し
、も
つ
て
木
材
産
業
の
育
成
振
興
を
図
る
た

め
、木
材
業
者
お
よ
び
製
材
業
者
の
登
録
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　（
定
義
）

第
2条
　
こ
の
条
例
に
お
い
て
、次
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
(1
)　
木
材
　
　
　
 素
材（
ま
き
お
よ
び
製
炭
の
用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。以
下
同
じ
。）
お
よ
び
製
材
な
ら
び
に
単
板
、合
板
、床
板
、

銘
木
お
よ
び
た
る
丸
等
の
特
殊
用
材
を
い
う
。

　
(2
)　
木
材
業
者
　
業
務
用
素
材
の
生
産
業
ま
た
は
木
材
販
売
業
を
営
む
者
を
い
う
。

　
(3
)　
製
材
業
者
　
機
械
設
備
に
よ
る
製
材
業
も
し
く
は
特
殊
用
材
の
生
産
業
ま
た
は
こ
れ
ら
と
木
材
業
を
あ
わ
せ
営
む
者
を
い
う
。

（
登
録
の
義
務
）

第
3条
　
木
材
業
者
ま
た
は
製
材
業
者
は
、こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、知
事
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2　
前
項
の
登
録
の
有
効
期
限
は
、登
録
の
日
か
ら
起
算
し
て
2年
を
経
過
し
た
日
以
後
の
最
初
の
4月
30
日
ま
で
と
す
る
。

（
登
録
の
申
請
）

第
4条
　
前
条
第
1項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、次
の
事
項
を
記
載
し
た
登
録
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
(1
)　
氏
名
お
よ
び
住
所（
法
人
に
あ
つ
て
は
名
称
お
よ
び
所
在
地
な
ら
び
に
代
表
者
氏
名
）

　
(2
)　
営
業
所
ま
た
は
工
場
の
名
称
お
よ
び
所
在
地

　
(3
)　
業
態
の
別

　
(4
)　
設
備
の
概
要

　
(5
)　
製
材
業
者
で
あ
つ
て
当
該
工
場
に
お
い
て
製
材
業
以
外
の
関
連
事
業
を
兼
営
し
て
い
る
場
合
は
、そ
の
事
業
の
概
要

　
(6
)　
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
登
録
）

第
 5条
　
登
録
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
知
事
は
、当
該
申
請
書
に
虚
偽
の
記
載
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
を
除
く
外
、こ
れ
を
登

録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2　
知
事
は
、前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
し
た
と
き
は
、登
録
証
を
本
人
に
交
付
す
る
と
と
も
に
登
録
し
た
旨
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
手
数
料
）

第
 6条
　
第
4条
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
す
る
者
は
、滋
賀
県
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
条
例（
昭
和
24
年
滋
賀
県
条
例
第
18
号
）の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
登
録
手
数
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
等
）

第
 7条
　
木
材
業
者
ま
た
は
製
材
業
者（
第
3号
の
場
合
は
、そ
の
相
続
人
ま
た
は
清
算
人
）は
、次
の
各
号
の
一
に
該
当
し
た
と
き
は
、

す
み
や
か
に
そ
の
旨
を
記
載
し
た
届
書
に
登
録
証
を
添
え
て
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
(1
)　
登
録
の
申
請
の
内
容
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
。

　
(2
)　
事
業
を
廃
止
し
た
と
き
。

　
(3
)　
木
材
業
者
ま
た
は
製
材
業
者
が
死
亡
し
た
と
き（
法
人
に
あ
つ
て
は
解
散
し
た
と
き
）。

2　
知
事
は
、前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、登
録
の
変
更
、取
消
、そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
書
の
提
出
）

第
 8条
　
知
事
は
、第
1条
に
掲
げ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、木
材
業
者
ま
た
は
製
材
業
者
に
対
し
、そ

の
木
材
の
生
産
量
、仕
入
量
、販
売
量
ま
た
は
在
荷
量
等
に
つ
い
て
、必
要
な
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

10
　
参
考
資
料

（
1）
こ
と
ば
の
説
明

こ
と
ば

説
　
　
　
明

基
本
設
計

建
物
の
配
置
、間
取
り
や
外
観
等
を
決
め
、平
面
、立
面
、断
面
図
を
作
成
し
、概
算
費
用
を
算
出
す
る
。

実
施
設
計

基
本
設
計
に
基
づ
き
、建
物
の
構
造
、設
備
等
を
決
め
、全
て
の
設
計
図
と
仕
様
書
を
作
成
し
、詳
細
な
費
用

を
算
出
す
る
。

モ
ジ
ュ
ー
ル

建
物
を
設
計
す
る
上
で
の
基
本
寸
法
で
、尺
モ
ジ
ュ
ー
ル
(9
10
m
m
)と
メ
ー
タ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
(1
00
0m
m
)

が
あ
る
。一
般
に
流
通
し
て
い
る
建
材
の
多
く
は
尺
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、メ
ー
タ
ー
モ
ジ
ュ
ー

ル
で
設
計
す
る
と
割
高
に
な
っ
た
り
、材
料
の
無
駄
が
多
く
発
生
し
た
り
す
る
。

造
材

伐
採
し
た
木
材
を
曲
が
り
、腐
り
、虫
食
い
な
ど
の
欠
点
を
外
し
、太
さ
や
材
質
に
応
じ
て
1m
単
位
で
2m
～

6m
の
長
さ
に
余
尺
を
付
け
て
切
断
す
る
こ
と
。

含
水
率

水
を
一
切
含
ん
で
い
な
い
木
材
の
重
量
に
対
す
る
木
材
内
部
の
水
の
重
量
を
表
す
。米
原
市
は
構
造
材
の

重
要
度
別
に
20
％
～
25
％
に
設
定
し
て
お
り
、原
則
、全
部
材
を
検
査
す
る
。

含
水
率
 ＝
 水
分
の
重
量
／
全
乾
重
量
 ×
10
0

ヤ
ン
グ
率

部
材
の
変
形
し
易
さ
を
表
す
係
数
で
、同
断
面
・
同
荷
重
で
あ
れ
ば
数
値
が
小
さ
い
ほ
ど
曲
げ
変
形
が
大
き
く

柔
ら
か
い
。米
原
市
は
柱
材
お
よ
び
横
架
材
の
う
ち
強
度
指
定
が
あ
る
部
材
に
つ
い
て
全
数
計
測
す
る
。

燃
え
し
ろ
設
計

木
材
が
太
い
か
厚
い
と
比
較
的
ゆ
っ
くり
と
燃
え
、残
っ
た
断
面
が
構
造
的
に
健
全
で
あ
る
こ
と
を
工
学
的
に

評
価
し
た
も
の
が
、建
築
基
準
法
の
燃
え
し
ろ
設
計
で
あ
る
。火
災
時
に
燃
え
る
で
あ
ろ
う
断
面
を
構
造
的
に

必
要
な
断
面
に
予
め
付
加
し
て
お
く
も
の
で
、木
材
を
木
材（
自
分
自
身
）で
耐
火
被
覆
し
た
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る

横
架
材

建
物
の
骨
組
み
で
横
に
架
け
る
梁
、桁
の
構
造
材
を
い
う
。

集
成
材

製
材
し
た
板
(ラ
ミ
ナ
)を
乾
燥
し
、繊
維
方
向
を
平
行
に
し
て
厚
さ
、幅
、長
さ
方
向
に
接
着
し
た
材
を
い
う
。

無
垢
材

合
板
や
集
成
材
で
な
く
原
木
丸
太
か
ら
製
材
さ
れ
た
材
を
い
う
。

JA
S製
材
品

登
録
認
定
機
関
に
よ
り「
製
材
の
日
本
農
林
規
格
」に
適
合
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
た
工
場
(J
AS
認
定
工
場
)

で
製
材
さ
れ
、等
級
区
分
さ
れ
た
製
材
品
を
い
う
。

構
造
用
製
材

製
材
の
う
ち
、針
葉
樹
を
材
料
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、建
築
物
の
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
に
使
用
す
る
こ

と
を
 主
な
目
的
と
す
る
も
の
を
い
う
。

目
視
等
級

構
造
用
製
材
の
う
ち
、節
、丸
身
等
材
の
欠
点
を
目
視
に
よ
り
測
定
し
、等
級
区
分
す
る
も
の
を
い
う
。

機
械
等
級

構
造
用
製
材
の
う
ち
、機
械
に
よ
り
ヤ
ン
グ
係
数
を
測
定
し
、等
級
区
分
す
る
も
の
を
い
う
。

プ
レ
カ
ッ
ト

柱
と
梁
の
接
合
部
分
な
ど
の
加
工
を
工
場
で
機
械
を
使
っ
て
行
う
こ
と
。

078



［ 第 3 章 ］ 地 域 による地 域 材 木 造 化 木 質 化 の 手 引 きづくり資 料
（
3）
び
わ
湖
材
産
地
証
明
制
度
に
つ
い
て

び
わ
湖
材
証
明
制
度
と
は

滋
賀
県
の「
び
わ
湖
材
産
地
証
明
制
度
要
綱
」に
基
づ
く
県
産
材
の
証
明
制
度
で
す
。

認
定
を
受
け
た
木
材
業
者
・
製
材
業
者（
認
定
事
業
体
）が
、自
己
責
任
に
お
い
て
、県
産
材
を
表
示
・
分
別
管
理
し
て
、県
産
材
で
あ
る
こ
と

を
証
明
し
ま
す
。

び
わ
湖
材
と
は

合
法
性
が
確
認
で
き
る
滋
賀
県
内
の
森
林
か
ら
伐
採
さ
れ
た
原
木
と
、そ
の
原
木
を
滋
賀
県
内
で
加
工
し
た
製
材
品
等
の
木
材
で
す
。

※
合
法
性
と
は
・・
・
森
林
関
係
の
法
令
に
基
づ
き
合
法
的
に
伐
採
さ
れ
た
木
材
で
あ
る
こ
と（
保
安
林
伐
採
許
可
、森
林
施
業
計
画
認
定

書
、伐
採
届
な
ど
）

制
度
の
仕
組
み

○
認
定
事
業
体
の
認
定

木
材
・
製
材
業
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、県
産
木
材
活
用
推
進
協
議
会
が
審
査
し
、認
定
し
ま
す
。

○
証
明
の
方
法

認
定
事
業
体
の
自
己
責
任
に
よ
る
県
産
材
表
示
方
式
で
す
。

原
木
・
製
材
品
の
納
入
ご
と
に「
び
わ
湖
材
証
明
書
」に
よ
り
、証
明
し
ま
す
。

○
認
定
事
業
体
が
証
明

「
び
わ
湖
材
」を
分
別
・
表
示
管
理
し
て
、認
定
事
業
体
自
ら
が
証
明
を
行
い
ま
す
。

認
定
事
業
体

○
認
定
事
業
体
の
要
件

・「
滋
賀
県
木
材
業
者
お
よ
び
製
材
業
者
登
録
条
例
」に
基
づ
き
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

・
県
産
木
材
活
用
推
進
協
議
会
が
要
件
に
照
ら
し
適
正
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

○
認
定
事
業
体
証
書

・
県
産
木
材
活
用
推
進
協
議
会
か
ら
認
定
事
業
体
に
交
付
し
ま
す
。

・
有
効
期
限
は
3年
以
内
で
、そ
れ
以
後
は
3年
ご
と
に
再
申
請
し
ま
す
。

（
滋
賀
県
木
材
業
者
お
よ
び
製
材
業
者
登
録
の
登
録
期
間
と
同
じ
）

○
認
定
事
業
体
が
行
う
こ
と

・
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
、び
わ
湖
材
の
表
示
・
分
別
管
理
を
適
正
に
行
い
ま
す
。

分
別
管
理
の
実
施
・・
・
①
び
わ
湖
材
が
各
工
程
で
他
の
林
産
物
と
混
在
し
な
い
よ
う
に
管
理
し
ま
す
。

②
販
売
す
る
び
わ
湖
材
に「
び
わ
湖
材
証
明
書
」を
使
用
し
て
、発
行
番
号
毎
に
各
社
で
管
理
表
や
資
料
・
伝
票
を
整

理
し
ま
す
。

表
示
管
理
の
実
施
・・
・
①
各
工
程
で
び
わ
湖
材
の
所
在
の
現
場
、ま
た
は
木
材
の
現
物
に
表
示
し
ま
す
。（
例
：
標
識
、看
板
、旗
、シ
ー
ト
、ラ

ベ
ル
、押
印
、ペ
ン
キ
等
）

②
販
売
す
る
び
わ
湖
材
に「
び
わ
湖
材
証
明
書
」を
添
付
し
ま
す
。

管
理
責
任
者
の
設
置
・・
・
び
わ
湖
材
の
分
別
・
表
示
管
理
等
を
説
明
で
き
る
責
任
者
を
設
置
し
ま
す
。

（
罰
則
）

第
9条
　
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、3
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

　
(1
)　
第
3条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

　
(2
)　
第
4条
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
に
虚
偽
の
記
載
を
し
た
者

　
(3
)　
第
7条
の
規
定
に
よ
る
届
書
を
出
せ
ず
、ま
た
は
虚
偽
の
届
書
を
提
出
し
た
者

第
 10
条
　
法
人
の
代
表
者
ま
た
は
法
人
も
し
く
は
人
の
代
理
人
、使
用
人
そ
の
他
の
従
業
員
が
、そ
の
法
人
ま
た
は
人
の
業
務
に
つ
い

て
前
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、行
為
者
を
罰
す
る
外
、そ
の
法
人
ま
た
は
人
に
対
し
て
も
同
条
の
罰
則
を
適
用
す
る
。

（
施
行
細
則
）

第
11
条
　
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
、必
要
な
事
項
は
、規
則
で
定
め
る
。

　
　
　
付
　
則

1　
こ
の
条
例
は
、昭
和
30
年
4月
1日
か
ら
施
行
す
る
。

2 　
こ
の
条
例
施
行
の
際
、現
に
木
材
業
ま
た
は
製
材
業
を
営
む
者
は
、こ
の
条
例
施
行
の
日
か
ら
30
日
以
内
に
登
録
の
申
請
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
付
　
則（
昭
和
39
年
条
例
第
26
号
）

　
こ
の
条
例
は
、昭
和
39
年
4月
1日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
付
　
則（
昭
和
41
年
条
例
第
10
号
）

1　
こ
の
条
例
は
、公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

2　
こ
の
条
例
施
行
の
際
、現
に
木
材
業
ま
た
は
製
材
業
を
営
む
者
の
登
録
の
有
効
期
限
は
、昭
和
41
年
4月
30
日
ま
で
と
す
る
。

　
　
　
付
　
則（
平
成
4年
条
例
第
28
号
）

1　
こ
の
条
例
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
20
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

2　
こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
付
　
則（
平
成
8年
条
例
第
14
号
）

1　
こ
の
条
例
は
、平
成
8年
4月
1日
か
ら
施
行
す
る
。

2 　
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
第
3条
の
規
定
に
よ
り
登
録
ま
た
は
登
録
の
更
新
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る
登
録
の
有
効

期
限
は
、改
正
後
の
第
3条
第
2項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、平
成
8年
4月
30
日
ま
で
と
す
る
。
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（
4）
米
原
市
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
地
域
産
木
材
の
利
用
方
針

第
1　
方
針
の
目
的

地
域
産
木
材
を
利
用
し
た
木
造
化
・
木
質
化
等
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、市
民
に
や
す
ら
ぎ
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る
快
適

な
公
共
空
間
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、循
環
型
社
会
の
構
築
や
地
球
温
暖
化
の
防
止
、木
材
産
業
や
山
村
地
域
の
振
興

な
ど
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
米
原
市
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
地
域
産
木
材
の
利
用
方
針
」を
策
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

第
2　
方
針
の
作
成
に
当
た
っ
て

1　
水
源
の
里
ま
い
ば
ら

本
市
は
、伊
吹
山
を
頂
点
と
す
る
南
北
に
連
な
る
峰
々
か
ら
琵
琶
湖
へ
と
つ
な
が
る
水
の
流
れ
の
上
流
に
位
置
す
る

ま
ち
で
あ
り
、澄
ん
だ
空
気
を
再
生
す
る
山
林
を
守
り
、命
を
育
む
大
切
な
水
を
人
々
に
届
け
る
と
い
う
重
要
な
使
命
を

持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、平
成
21
年
6月
に「
水
源
の
里
ま
い
ば
ら
元
気
み
ら
い
条
例
」を
制
定
し
、水
源
の
里
で
あ
る
農
山

村
地
域
の
持
続
的
発
展
を
図
っ
て
い
る
。

2　
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
意
義
と
効
果

市
の
三
方
を
取
り
囲
む
森
林
は
、市
域
の
63
％
を
占
め
、半
数
近
く
が
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
で
あ
る
。こ
れ
ら

の
人
工
林
資
源
の
多
く
が
、利
用
可
能
な
時
期
を
迎
え
る
一
方
、木
材
価
格
の
下
落
等
の
影
響
な
ど
に
よ
り
森
林
の
手
入

れ
が
十
分
に
行
わ
れ
ず
、国
土
保
全
な
ど
森
林
の
多
面
的
機
能
の
低
下
が
大
い
に
懸
念
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
お
り
、木

を
使
う
こ
と
に
よ
り
、森
を
育
て
、林
業
の
再
生
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、現
在
、木
造
率
が
低
く
今
後
の
需
要
が
期
待
で
き
る
公
共
建
築
物
に
お
い
て
、市
が
率
先
し

て
木
材
利
用
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、民
間
事
業
者
に
も
市
の
方
針
に
即
し
て
主
体
的
な
取
組
を
促
し
、住
宅
な
ど
一
般

建
築
物
へ
の
波
及
効
果
を
含
め
、木
材
全
体
の
需
要
拡
大
を
目
指
す
。

木
材
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
比
較
し
て
熱
容
量
や
熱
拡
散
率
が
小
さ
く
、断
熱
性
に
優
れ
た
資
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
、コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
は
な
い
調
湿
作
用
を
有
し
て
お
り
、室
内
の
快
適
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、鉄
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
等
と
比
較
し
て
、材
料
製
造
時
の
炭
素
放
出
量
が
少
な
い
省
エ
ネ
材
料
で
あ
る
こ
と
、乾
燥
重
量
の
約
半
分
は
炭
素

で
、伐
採
後
の
利
用
時
で
も
森
林
と
同
様
に
炭
素
を
貯
蔵
で
き
る
こ
と
か
ら
、木
材
製
品
を
増
や
す
こ
と
は
、地
球
温
暖

化
を
抑
制
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。さ
ら
に
木
造
建
築
は
、大
工
な
ど
地
域
の
職
人
の
技
術
を
活
用
し
た
建
て
方
を
す
る

こ
と
で
、そ
の
建
築
に
取
り
組
ん
だ
職
人
の
技
術
を
育
て
、地
域
の
伝
統
技
術
者
の
育
成
や
、地
域
の
林
業
や
木
材
産
業

の
活
性
化
に
よ
る
雇
用
拡
大
な
ど
地
域
へ
の
高
い
経
済
波
及
効
果
に
つ
な
が
る
。こ
の
よ
う
な
様
々
な
効
果
を
生
み
出

す
木
材
利
用
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

3　
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
背
景

国
に
お
い
て
は
、「
我
が
国
の
社
会
構
造
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
社
会
か
ら
木
の
社
会
へ
転
換
す
る
」と
の
考
え
方
の
も
と
、

平
成
21
年
12
月
に「
10
年
後
の
木
材
自
給
率
50
％
」を
目
指
す「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」を
公
表
し
、住
宅
や
公
共
建

築
物
等
へ
の
木
材
利
用
を
推
進
し
て
い
る
。

特
に
、公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利
用
は
直
接
的
効
果
だ
け
で
は
な
く
、住
宅
等
の
一
般
建
築
物
に
お
け
る
木

材
の
利
用
の
促
進
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
(平
成
22
年
法
律
第
36
号
。以
下「
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
」と
い
う
。)
が
制
定
さ
れ
、こ
れ
に
基
づ
く

基
本
方
針
が
平
成
22
年
10
月
に
策
定
さ
れ
た
。こ
の
基
本
方
針
で
は
、公
共
建
築
物
に
お
い
て
非
木
造
化
を
指
向
し
て

き
た
過
去
の
考
え
方
か
ら
、可
能
な
限
り
木
造
化
ま
た
は
木
質
化（
注
1）
を
図
る
と
の
考
え
方
へ
大
き
く
転
換
し
て
い
る
。

び
わ
湖
材
証
明

◆
1次
発
行
者
が
行
う
こ
と

①「
び
わ
湖
材
証
明
書
」必
要
事
項
に
記
入
し
ま
す
。

（
伐
採
地
、発
行
番
号
、出
荷
者
、出
荷
年
月
日
、販
売
先
、販
売
品
目
等
）

②
伐
採
地
の
位
置
図
を
作
成
し
、保
管
し
ま
す
。

③
原
木
の
合
法
性
を
確
認
し
、証
明
で
き
る
書
類（
写
し
）を
保
管
し
ま
す
。

・
保
安
林
の
場
合
　
　
　
・・
・
保
安
林
伐
採
許
可
の
通
知
書
等
の
写
し

・
森
林
施
業
計
画
を
作
成

  し
て
い
る
森
林
の
場
合
・・
・
認
定
書
の
写
し（
伐
採
箇
所
等
を
記
入
）

・
そ
の
他
森
林
の
場
合
　
・・
・
伐
採
届（
適
合
通
知
書
）の
写
し
等

・
国
有
林
の
場
合
　
　
　
・・
・
売
買
契
約
書
の
写
し

※
森
林
所
有
者
に
代
わ
っ
て
証
明
書
等
を
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

④「
び
わ
湖
材
証
明
書
」に
出
荷
者
証
明
印
を
捺
印
し
ま
す
。

⑤「
び
わ
湖
証
明
書（
1次
発
行
者
証
明
印
付
）」
と
合
法
性
を
示
す
書
類
の
コ
ピ
ー
を
と
り
、「
控
」は
協
議
会
へ
FA
Xし
た
後
、1

次
発
行
者
が
保
管
し
ま
す
。

⑥「
び
わ
湖
材
証
明
書（
1次
発
行
者
証
明
印
付
）」
を
、び
わ
湖
材（
原
木
・
製
材
品
等
）に
付
け
て
出
荷
し
ま
す
。

◆
2次
発
行
者
以
降
が
行
う
こ
と

①
先
の
発
行
者
の「
証
明
書（
1次
発
行
者
証
明
印
付
）」
は
、2
次
発
行
者
が
保
管
し
ま
す
。

②
新
た
に
証
明
書
に
記
入
の
上「
証
明
書
」の
コ
ピ
ー
を
と
り
、管
理
表
に
記
入
す
る
。

(出
荷
者
・
出
荷
年
月
日
、販
売
先
、販
売
品
目
等
）

③
出
荷
者
は
証
明
書
に
捺
印
し
ま
す
。

④
コ
ピ
ー
の「
証
明
書
の
控
」は
協
議
会
へ
FA
Xし
た
後
、2
次
発
行
者
が
保
管
し
ま
す
。

⑤
び
わ
湖
材
証
明
書
は
、び
わ
湖
材（
原
木
・
製
材
品
等
）に
付
け
て
出
荷
し
ま
す
。

定
期
検
査

○
制
度
の
適
正
な
運
用
を
図
る
た
め
、協
議
会
は
定
期
的
な
検
査
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

○
び
わ
湖
材
証
明
書
と
そ
の
関
係
書
類
は
、5
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

事
務
局

県
産
木
材
活
用
推
進
協
議
会

［
県
木
材
協
会
、県
森
林
組
合
連
合
会
、県
建
設
業
協
会
、県
建
築
士
会
、県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
、県
建
築
組
合
］

〒
52
0－
08
01

大
津
市
に
お
の
浜
4丁
目
1－
20
 林
業
会
館
内（
担
当
：
滋
賀
県
森
林
組
合
連
合
会
）

TE
L：
07
7－
52
2－
46
58
、F
AX
：
07
7－
52
4－
78
85

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
 h
tt
p:
//
w
w
w
.e
x.
bi
w
a.
ne
.jp
/~
bi
w
ak
oz
ai
/

お
問
い
合
わ
せ
先

滋
賀
県
琵
琶
湖
環
境
部
森
林
政
策
課
木
材
流
通
担
当

〒
52
0－
85
77
 大
津
市
京
町
4丁
目
1－
1

TE
L：
07
7－
52
8－
39
15
、F
AX
：
07
7－
52
8－
48
86
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(2
)　
公
共
工
事

公
共
工
事
に
お
い
て
は
、自
然
環
境
や
生
態
系
、景
観
に
配
慮
し
た
工
法
を
進
め
て
い
く
た
め
、木
材
の
特
性
を
生

か
せ
る
施
工
箇
所
に
つ
い
て
は
、地
域
産
木
材
を
利
用
す
る
工
法
の
採
用
に
努
め
る
。（
注
4）

(3
)　
物
品 木
材
は
環
境
に
や
さ
し
い
自
然
素
材
で
あ
り
、繰
り
返
し
活
用
で
き
る
有
効
な
地
域
資
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、 木
材

を
原
材
料
と
し
て
使
用
し
た
備
品
お
よ
び
消
耗
品
の
利
用
を
促
進
し
、地
域
産
木
材
を
活
用
し
た
木
製
品
の
導
入
に

努
め
る
。

(4
)　
木
質
資
源
の
有
効
活
用

未
利
用
木
質
資
源
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
は
、低
炭
素
社
会
の
構
築
に
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、木
質
資
源
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
を
進
め
る
と
同
時
に
、新
た
な
用
途
の
開
拓
に
努
め
る
。

（
注
1）

  「
木
造
化
」と
は
、建
築
物
の
新
築
、増
築
ま
た
は
改
築
に
当
た
り
、構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
で
あ
る
壁
、柱
、は
り
、

け
た
、小
屋
組
み
等
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
木
材
を
利
用
す
る
こ
と
を
い
い
、「
木
質
化
」と
は
、建
築
物
の
新
築
、増

築
、改
築
ま
た
は
模
様
替
え
に
当
た
り
、天
井
、床
、壁
、窓
枠
等
の
室
内
に
面
す
る
部
分
お
よ
び
外
壁
等
の
屋
外
に

面
す
る
部
分
に
木
材
を
利
用
す
る
こ
と
を
い
う
。

   〔
「
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」（
平
成
22
年
10
月
4日
　
農
林
水
産
省
、 国

土
交
通
省
告
示
第
3号
）の
注
釈
を
準
用
〕

（
注
2）

低
層
の
公
共
建
築
物
と
は
、建
築
基
準
法
そ
の
他
の
法
令
に
基
づ
く
基
準
に
お
い
て
、耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
な
い
建
築
物
を
指
す
。高
さ
が
13
メ
ー
ト
ル
以
下
、か
つ
軒
高
が
9メ
ー
ト
ル
以
下
で
延
べ
面
積
が
3

千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
れ
ば
、構
造
の
制
限
は
な
く
木
材
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、こ
れ
を
超
え
る
建
築

物
は
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
、高
さ
が
13
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、ま
た
は
軒
高
が
9

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
木
造
建
築
物
は
、一
定
の
防
火
上
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
に
よ
り
、主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と

し
な
く
と
も
建
築
可
能
で
あ
る
。

公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
に
基
づ
き
木
材
の
利
用
を
促
進
し
て
い
く
公
共
建
築
物
に
は
、広
く
一
般
市
民

の
利
用
に
供
さ
れ
る
学
校
、社
会
福
祉
施
設（
老
人
ホ
ー
ム
、保
育
所
等
）、
病
院
・
診
療
所
、運
動
施
設（
体
育
館
、プ
ー

ル
等
）、
社
会
教
育
施
設（
図
書
館
、公
民
館
等
）、
公
営
住
宅
等
の
建
築
物
の
ほ
か
、国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
事

務
・
事
業
ま
た
は
職
員
の
住
宅
の
用
に
供
さ
れ
る
庁
舎
、公
務
員
宿
舎
等
が
含
ま
れ
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、滋
賀
県
で
は
、公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
第
8条
に
定
め
る
都
道
府
県
方
針
と
し
て
、平
成

24
年
2月
に「
公
共
建
築
物
に
お
け
る
滋
賀
県
産
木
材
の
利
用
方
針
」が
定
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
に
関
す
る
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、米
原
市
が
整
備
す
る
公
共
建
築

物
の
木
造
化
お
よ
び
木
質
化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、滋
賀
県
が
策
定
し
た「
公
共
建
築
物
に
お
け
る
滋
賀
県
産
木
材

の
利
用
方
針
」に
沿
い
、公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
第
9条
に
定
め
る
市
町
村
方
針
と
し
て
、「
公
共
建
築
物
等
に

お
け
る
地
域
産
木
材
の
利
用
方
針
」を
定
め
る
。

当
市
が
定
め
る
地
域
産
木
材
と
は
、原
則
、米
原
市
内
産
木
材
と
す
る
が
、供
給
が
不
足
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、滋

賀
県
産
木
材
を
利
用
す
る
も
の
と
す
る
。

第
3　
木
材
利
用
の
促
進
の
基
本
的
方
向

滋
賀
県
が
策
定
し
た「
公
共
建
築
物
に
お
け
る
滋
賀
県
産
木
材
の
利
用
方
針
」に
沿
い
、木
材
利
用
の
目
標
お
よ
び
目

標
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
以
下
に
示
す
。

1　
木
材
利
用
の
目
標

滋
賀
県
が
策
定
す
る
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
の
基
本
指
標
で
あ
る「
平
成
32
年
度
の
地
域
産
木
材
の
素
材
生

産
量
12
万
立
方
メ
ー
ト
ル
」の
目
標
に
沿
い
、米
原
市
に
お
い
て
は
、「
平
成
32
年
度
の
地
域
産
木
材
の
素
材
生
産
量
1万

立
方
メ
ー
ト
ル
」を
目
標
と
し
、公
共
建
築
物
の
整
備
等
に
お
い
て
木
材
の
利
用
に
努
め
る
。利
用
の
目
標
値
は
下
表
の

と
お
り
と
す
る
。

項
　
　
目

利
用
目
標
値

備
　
　
考

木
造
化（
延
床
面
積
30
0㎡
以
上
）

16
.0
㎥
／
10
0㎡

延
床
面
積
当
た
り
の
使
用
量

木
造
化（
延
床
面
積
30
0㎡
未
満
）

10
.0
㎥
／
10
0㎡

延
床
面
積
当
た
り
の
使
用
量

木
質
化

木
質
化
率
30
％
以
上

木
質
化
率
＝（
壁
・
天
井
で
木
質
化
し
た
箇
所
の
施

工
面
積
）
／
（
壁
・
天
井
で
木
質
化
が
可
能
な
面
積
）

2　
目
標
の
実
現
に
向
け
た
取
組

生
産
さ
れ
た
地
域
産
木
材
の
利
用
を
次
の
と
お
り
促
進
す
る
。な
お
、現
時
点
で
は
木
材
以
外
の
資
材
と
同
様
の
取

扱
い
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、滋
賀
県
が
示
す「
公
共
建
築
物
に
お
け
る
滋
賀
県
産
木
材
の
利
用
方
針
」に
基
づ

き
、滋
賀
県
お
よ
び
関
係
機
関
と
連
携
し
、課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
。

(1
)　
公
共
施
設

・
公
共
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、施
設
の
構
造
や
特
徴
、用
途
、維
持
管
理
方
法
等
を
考
慮
し
た
上
で
、建
築
基
準
法

（
昭
和
25
年
法
律
第
20
1号
）や
そ
の
他
法
令
に
基
づ
く
基
準
で
耐
火
構
造
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
な
い
低
層
の
公

共
施
設
に
つ
い
て
、木
造
と
す
る
。（
注
2、
別
表
）

・
公
共
施
設
の
木
造
化
が
困
難
な
場
合
で
も
内
装
等
の
木
質
化
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

・
公
共
建
築
物
木
造
化
お
よ
び
木
質
化
の
設
計
や
施
工
に
関
す
る
具
体
的
な
整
備
事
例
の
紹
介
や
、技
術
情
報
の
普

及
啓
発
に
努
め
、施
設
整
備
担
当
者
や
設
計
者
、施
工
者
の
理
解
の
促
進
を
図
る
。

・
各
部
局
等
が
公
共
建
築
物
の
整
備
計
画
を
企
画
・
立
案
す
る
場
合
、地
域
産
木
材
の
効
果
的
な
利
用
の
推
進
お
よ
び

関
係
部
局
の
円
滑
な
連
絡
調
整
を
行
う
た
め
、関
係
者
の
協
議
の
場
を
設
け
、建
設
工
程
に
合
わ
せ
た
部
材
の
供
給

に
努
め
る
。（
注
3）

・
暖
房
器
具
や
ボ
イ
ラ
ー
を
新
た
に
設
置
す
る
場
合
は
、供
給
体
制
を
整
備
し
た
上
で
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
燃
料
と
す

る
も
の
の
導
入
に
努
め
る
。
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（
5）
米
原
市
公
共
建
築
物
等
の
木
造
化
・
木
質
化
に
お
け
る
地
域
産
木
材
の
需
給
に
関
す
る
協
定

滋
賀
北
部
森
林
組
合（
以
下「
甲
」と
い
う
。）
と
米
原
市（
以
下「
乙
」と
い
う
。）
は
、米
原
市
公
共
建
築
物
等
の
木
造
化
・
木

質
化
に
お
け
る
地
域
産
木
材
の
需
給
に
関
し
、下
記
の
と
お
り
協
定
を
締
結
す
る
。

記
（
目
的
）

第
1条
　
本
協
定
は
、「
米
原
市
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
地
域
産
木
材
の
利
用
方
針
」（
平
成
26
年
5月
19
日
策
定
）に
基
づ

き
実
施
す
る
公
共
建
築
物
等
の
木
造
化
・
木
質
化
に
お
い
て
、地
域
産
木
材
を
円
滑
に
調
達
す
る
た
め
、需
給
調
整
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
地
域
産
木
材
の
需
給
）

第
2条
　
乙
は
、公
共
建
築
物
等
の
木
造
化
・
木
質
化
の
工
事（
以
下「
建
築
工
事
等
」と
い
う
。）
が
あ
る
場
合
、使
用
す
る
製
材

品
の
規
格
、数
量
、時
期
等
を
明
記
し
た
需
要
計
画
書
を
添
付
の
上
、地
域
産
木
材
の
需
給
調
整
の
協
議
を
甲
に
申
請
し
、

需
給
調
整
を
図
る
も
の
と
す
る
。

2　
甲
は
、需
給
調
整
の
結
果
に
基
づ
き
、素
材
生
産
を
行
い
地
域
産
木
材
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

3　
乙
は
、需
給
計
画
の
結
果
を
建
築
工
事
等
の
計
画
・
設
計
に
反
映
す
る
も
の
と
す
る
。

（
地
域
産
木
材
の
利
用
）

第
3条
　
乙
は
、前
条
第
2項
に
よ
り
甲
が
確
保
し
た
地
域
産
木
材
に
つ
い
て
、建
築
工
事
等
に
お
い
て
適
正
な
価
格
で
全
量

利
用
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

2　
甲
は
、建
築
工
事
等
に
係
る
地
域
産
木
材
の
見
積
り
や
取
引
に
お
い
て
、公
平
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
も
の
と
す
る
。

（
有
効
期
間
）

第
4条
　
こ
の
協
定
の
有
効
期
間
は
、協
定
締
結
日
か
ら
5年
間
と
す
る
。た
だ
し
、甲
乙
に
異
議
が
無
い
場
合
は
1年
間
延
長

す
る
も
の
と
し
、以
降
も
同
様
と
す
る
。

（
疑
義
の
決
定
）

第
5条
　
こ
の
協
定
書
に
定
め
な
い
事
項
ま
た
は
各
条
項
に
つ
い
て
疑
義
が
生
じ
た
場
合
は
、甲
乙
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と

す
る
。

こ
の
協
定
の
成
立
を
証
す
る
た
め
、本
書
2通
を
作
成
し
、甲
乙
記
名
押
印
の
上
、各
1通
を
保
有
す
る
も
の
と
す
る
。

平
成
28
年
3月
7日

甲
　
　
米
原
市
市
場
43
8番
地
　
　
　
　
　
　
　

滋
賀
北
部
森
林
組
合
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
代
表
理
事
組
合
長
　
石
　
谷
　
　
八
　
郎
　

乙
　
　
米
原
市
下
多
良
三
丁
目
3番
地

　
   
 米
　
原
　
市
　
長
　
　
平
　
尾
　
道
　
雄

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
耐
火
構
造
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
造
で
可

　
 

　
 

 
 

　

高
さ
13
m
以
上

軒
高
9m
以
上

4階
以
上

　

　

3階
①
1時
間
準
耐
火
の
措
置
等

2階
①
1時
間
準
耐
火
の
措
置
等

ま
た
は

②
30
分
の
加
熱
に
耐
え
る
措

置
等

1階

高
さ
13
m
以
下

軒
高
9m
以
下

　

 
 

 
　

 
 

   
   
 　
　
　
　
　
  延
べ
面
積
3,
00
0m

2

（
注
3）

地
域
の
森
林
資
源
や
木
材
産
業
の
状
況
、伐
採
・
製
材
・
乾
燥
期
間
を
考
慮
し
た
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
設
定
、発

注
方
法（
一
括
発
注
方
式
、材
工
分
離
発
注
方
式
）な
ど
、施
設
の
整
備
目
標
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
木
材
調
達
等

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
注
4）

経
済
性
、現
場
条
件
、耐
用
年
数
お
よ
び
施
工
上
等
特
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
、こ
の
限
り
で
は
な
い
。な
お
、経

済
性
に
つ
い
て
は
、維
持
管
理
や
解
体
廃
棄
等
の
経
費
も
勘
案
し
て
判
断
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
完
成
期
限
）

第
5　
平
成
●
●
年
●
●
月
●
●
日
ま
で
に
製
材
品
を
完
成
し
て
引
き
渡
す
こ
と
。た
だ
し
、第
4の
2の
納
入
計
画
書
に
基
づ

く
建
築
請
負
業
者
が
必
要
と
す
る
と
き
ま
で
製
材
品
を
適
切
な
管
理
の
下
、預
か
り
保
管
す
る
こ
と
。

（
製
材
品
の
数
量
と
変
更
）

第
6　
受
注
者
は
、使
用
木
材
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
規
格
・
数
量
の
製
材
品
を
調
達
す
る
こ
と
。

2　
設
計
図
書
の
変
更
ま
た
は
建
築
請
負
業
者
の
木
拾
い
に
よ
り
増
減
し
た
製
材
品
数
量
に
つ
い
て
は
、 当
初
契
約
単
価
に

基
づ
き
変
更
契
約
を
行
う
。た
だ
し
、建
築
請
負
業
者
の
施
工
上
の
都
合
に
よ
り
積
算
基
準
を
超
え
て
不
足
し
た
製
材
品
に

つ
い
て
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

（
製
材
品
の
製
材
・
乾
燥
）

第
7　
納
入
製
材
品
の
品
質
に
つ
い
て
は
、公
共
建
築
木
造
工
事
標
準
仕
様
書
を
参
照
し
、特
記
事
項
は
監
督
職
員
お
よ
び

監
理
者
と
協
議
を
行
う
こ
と
。

2　
製
材
品
の
品
質
を
確
保
す
る
た
め
に
組
ま
れ
る
生
産
体
制
、担
当
事
業
者
一
覧
お
よ
び
製
材
・
乾
燥
・
検
査
業
務
等
要
領

書（
様
式
任
意
）を
作
成
し
監
督
職
員
お
よ
び
監
理
者
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
。

3　
原
木
の
製
材
に
当
た
っ
て
は
、乾
燥
に
よ
る
痩
せ
や
曲
り
を
考
慮
し
適
切
な
歩
増
し
を
行
い
、修
正
挽
き
の
後
の
仕
上
げ

時
に
設
計
寸
法
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

4　
芯
の
偏
り
や
著
し
く
変
形
し
芯
を
通
し
て
製
材
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
原
木
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

5　
鋸
屑
は
、製
材
後
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
取
り
、必
ず
桟
積（
桟
は
乾
燥
材
）と
す
る
こ
と
。

6　
全
て
の
製
材
品
は
、人
工
乾
燥
を
行
い
、そ
の
後
必
ず
修
正
挽
き
を
行
う
こ
と（
大
引
き
は
例
外
と
す
る
。）

7　
含
水
率
は
、指
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
20
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る
。

8　
製
材
後
、乾
燥
開
始
ま
で
に
材
表
面
に
干
割
れ
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
適
切
な
処
置
を
す
る
こ
と
。

9　
高
機
能
製
材
品
乾
燥
装
置
を
利
用
す
る
場
合
は
、材
種
に
応
じ
た
適
正
温
度
お
よ
び
適
正
時
間
に
て
指
定
さ
れ
た
含
水

率
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
。

10
　
製
材
品
は
指
定
が
な
い
限
り
全
て
モ
ル
ダ
ー
仕
上
げ
と
す
る
。

11
　
求
め
ら
れ
る
製
材
品
の
品
質
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、上
記
の
内
容
を
行
い
、適
期
自
主
検
査
を
行
う
こ
と
。

（
製
材
品
の
品
質
）

第
8　
使
用
木
材
一
覧
表
に
示
す
納
入
規
格
の
製
材
品
質
に
つ
い
て
は
、次
の
項
目
に
配
慮
し
て
品
質
の
確
保
を
行
う
こ

と
。ま
た
、品
質
が
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、監
督
職
員
お
よ
び
監
理
者
と
協
議
の
上
、決
定
す
る
こ
と
。

（
1）
目
視

①
　
使
用
木
材
一
覧
表
に「
特
1等
」と
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、旧
JA
S1
等
材
の
目
視
基
準
に
準
ず
る
も
の
と
し
、 4
材

面
に
丸
味
の
無
い
も
の
と
す
る
。

②
　
設
計
図
書
も
し
く
は
使
用
木
材
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
見
え
掛
り
部
分
の
横
架
材
に
対
し
て
は
、横
架
材
の
材

成
2分
の
1よ
り
下
の
部
分
に
は
死
に
節
や
抜
け
節
が
無
い
材
を
原
則
と
し
て
選
定
す
る
。も
し
、死
に
節
や
抜
け
節
な

ど
が
あ
る
場
合
は
、監
督
職
員
お
よ
び
監
理
者
と
協
議
の
上
、埋
め
木
な
ど
の
処
置
、交
換
を
行
う
こ
と
。

③
　
カ
ビ
等
の
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
材
に
は
十
分
注
意
を
行
い
確
認
し
、製
材
品
保
管
場
所
へ
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

　

（
6）
製
材
品
購
入
仕
様
書
(案
)

特
　
記
　
仕
　
様
　
書

工
事
番
号
　
平
成
●
●
年
度
　
第
●
●
号

工
事
名
　
　
構
造
用
木
材
製
材
業
務

工
事
場
所
　
滋
賀
県
米
原
市
下
多
良
地
先

工
事
期
間
　
契
約
締
結
日
か
ら
7日
以
内
か
ら
　
平
成
●
●
年
●
●
月
●
●
日
ま
で

（
目
的
）

第
1　
本
製
材
品
の
発
注
は
、別
途
、発
注
が
予
定
さ
れ
て
い
る「
●
●
●
●
●
」（
以
下「
●
●
●
建
築
工
事
」と
い
う
。）
と
分

離
し
て
先
行
的
に
行
い
、●
●
●
建
築
工
事
に
お
け
る
構
造
材
と
し
て
、地
域
産
木
材
を
活
用
し
た
良
質
な
製
材
品
の
確

保
を
目
的
と
す
る
。

（
製
材
品
適
用
範
囲
）

第
2　
本
仕
様
書
は
、●
●
●
建
築
工
事
に
お
い
て
使
用
す
る
製
材
品
納
入
の
業
務
に
適
用
す
る
。

2　
本
仕
様
書
の
対
象
と
す
る
製
材
品
の
規
格
、数
量
は
使
用
木
材
一
覧
表
の
と
お
り
と
す
る
。　

（
製
材
品
の
定
義
）

第
3　
製
材
品
の
製
造
に
係
る
原
木
伐
採
、製
材
、乾
燥
の
場
所
は
、原
則
、滋
賀
県
内
と
し
、び
わ
湖
材
産
地
証
明
制
度
要
綱

（
平
成
18
年
(2
00
6年
)5
月
29
日
滋
林
緑
第
45
6号
、滋
森
保
第
47
3号
、以
下「
証
明
制
度
」と
い
う
。）
に
基
づ
く
び
わ
湖

材
と
す
る
。

2　
製
材
品
の
製
造
の
各
対
象
数
量
に
つ
い
て
、米
原
市
内
の
量
ま
た
は
割
合
を
下
表
の
と
お
り
と
す
る
。

種
　
別

対
　
象
　
数
　
量（
A）

(A
)の
う
ち
米
原
市
内
の
量
・
割
合

備
　
　
　
考

原
木
伐
採

製
材
品
の
製
造
に
必
要
な
原
木
量

●
●
●
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

左
記
の
原
木
に
係
る
仕
入
先
は
、

滋
賀
北
部
森
林
組
合
に
限
る
。

製
材

製
材
品
の
総
量

●
●
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

3　
指
定
場
所
に
お
い
て
原
木
伐
採
、製
材
、乾
燥
を
行
っ
た
製
材
品
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、証
明
制
度
に
基
づ
く

証
明
書
を
監
督
職
員
に
提
出
す
る
こ
と
。な
お
、提
出
す
る
証
明
書
は
、素
材
生
産
者
が
発
行
す
る
証
明
書
、市
場
が
発
行
す

る
証
明
書
お
よ
び
製
材
工
場
が
発
行
す
る
証
明
書
と
す
る
。

4　
指
定
場
所
以
外
の
場
所
に
お
い
て
原
木
伐
採
、製
材
、乾
燥
を
行
う
場
合
は
、あ
ら
か
じ
め
監
督
職
員
と
協
議
の
上
、決
定

す
る
こ
と
。

（
製
材
品
等
の
納
入
）

第
4　
発
注
者
か
ら
の
納
品
依
頼
書
に
基
づ
き
、指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
納
入
す
る
こ
と
。納
入
場
所
は
、受
注
者
の
製
材

場
所
ま
た
は
製
材
品
保
管
場
所
と
す
る
。

2　
納
入
に
先
立
ち
、別
途
、発
注
が
予
定
さ
れ
て
い
る
●
●
●
建
築
工
事
の
請
負
業
者（
以
下「
建
築
請
負
業
者
」と
い
う
。）

お
よ
び
同
工
事
監
理
業
務
受
託
者（
以
下「
監
理
者
」と
い
う
。）
の
決
定
後（
平
成
●
●
年
●
●
月
予
定
）、
速
や
か
に
建
築

請
負
業
者
と
納
入
工
程
の
協
議
を
行
い
、納
入
量
、納
入
回
数
、納
入
期
日
お
よ
び
納
入
場
所
等
を
取
り
ま
と
め
た
納
入
計

画
書（
様
式
任
意
）を
作
成
し
、監
督
職
員
お
よ
び
監
理
者
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
。

3　
納
入
に
当
た
っ
て
は
、受
注
者
が
運
搬
用
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
込
み
を
行
う
こ
と
。な
お
、運
搬
、荷
降
ろ
し
は
建
築
請
負
業
者

が
行
う
。
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（
瑕
疵
担
保
）

第
10
　
こ
の
契
約
に
よ
り
納
入
さ
れ
た
材
料
に
起
因
し
て
生
じ
た
建
物
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
、同
工
事
請
負
業
者
と
連
帯
保

証
す
る
も
の
と
し
、工
事
施
工
業
者
と
協
議
の
上
、補
修
に
必
要
な
製
材
品
を
工
事
請
負
業
者
に
無
償
で
支
給
す
る
こ
と
と

す
る
。

2　
立
会
検
査
を
合
格
し
た
製
材
が
、そ
の
後
現
場
施
工
時
に
指
定
し
た
品
質
に
満
た
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
製
材
品
は
、 工

事
請
負
業
者
と
協
議
の
上
、代
替
の
製
材
品
を
手
配
し
て
再
検
査
を
受
け
た
後
、代
替
の
合
格
材
を
工
事
請
負
業
者
に
無

償
で
支
給
す
る
こ
と
。な
お
、加
工
等
納
入
材
料
に
手
を
加
え
ら
れ
た
後
に
瑕
疵
を
発
見
し
た
場
合
は
、工
事
請
負
業
者
と

連
携
し
て
保
障
す
る
も
の
と
し
、工
事
請
負
業
者
と
協
議
の
上
、適
切
な
処
理
を
行
う
こ
と
。

（
そ
の
他
）

第
11
　
検
査
等
に
伴
う
費
用
は
、本
仕
様
書
に
明
記
の
無
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、原
則
と
し
て
受
注
者
の
負
担
と
す
る
。ま
た
、

関
係
機
関
と
の
調
整
、協
議
等
が
必
要
な
場
合
を
含
め
、こ
の
仕
様
書
に
記
載
の
な
い
事
項
で
あ
っ
て
も
職
務
遂
行
上
必

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
も
受
注
者
の
責
任
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

2　
製
材
品
の
預
か
り
保
管
に
伴
う
費
用
は
、原
則
と
し
て
受
注
者
の
負
担
と
す
る
。

3　
製
材
基
準
に
つ
い
て
は
、同
等
以
上
の
品
質
が
確
保
で
き
る
加
工
等
を
可
と
す
る
が
、入
札
前
に
質
問
等
で
確
認
を
行
う

こ
と
。

4　
受
注
者
は
、業
務
の
実
施
に
当
た
り
、関
連
す
る
法
令
等
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5　
本
仕
様
書
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、疑
義
が
生
じ
た
場
合
ま
た
は
本
仕
様
書
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、発

注
者
と
受
注
者
の
協
議
の
上
で
こ
れ
を
定
め
る
。

（
7）
米
原
市
木
造
・
木
質
化
・
木
製
品
の
取
組
状
況

年
度

区
分

施
　
設
　
名

整
　
備
　
概
　
要

25
～
26

木
造

か
な
ん
認
定
こ
ど
も
園

平
屋
建
て

約
1,
30
0㎡

26
木
造

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ひ
だ
ま
り

二
階
建
て

26
内
装

お
う
み
認
定
こ
ど
も
園

幼
児
棟
・
乳
児
棟

幼
児
棟
：
約
3,
90
0㎡

乳
児
棟
：
約
75
0㎡

27
木
製
品

柏
原
保
育
園

テ
ー
ブ
ル
、子
供
用
椅
子
80
基

28
～
29

木
造

ま
い
ば
ら
認
定
こ
ど
も
園

一
部
二
階
建
て

約
2,
50
0㎡

29
木
造

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ひ
だ
ま
り

二
階
建
て

約
1,
49
0㎡

（
2）
ヤ
ン
グ
係
数

①
　
柱
材
お
よ
び
横
架
材
に
お
い
て
、使
用
木
材
一
覧
表
に
強
度
指
定
が
あ
る
材
に
つ
い
て
は
、全
て
ヤ
ン
グ
係
数
を
測

定
し
、計
測
結
果
は
製
材
品
に
印
字
す
る
と
と
も
に
、検
査
調
書（
様
式
任
意
）に
ま
と
め
監
理
者
へ
提
出
す
る
。

②
　
ヤ
ン
グ
係
数
を
計
測
器
で
計
測
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、打
撃
試
験
に
よ
り
計
測
す
る
方
法
も
可
能
と
す
る
。

③
　
打
撃
法
に
よ
る
ヤ
ン
グ
係
数
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
は
、以
下
と
す
る
。

イ
　
重
量
計
に
よ
り
重
さ
を
測
定

ロ
　
FT
Tア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
ま
た
は
W
av
eS
pe
ct
ra
を
用
い
て
ハ
ン
マ
ー
で
叩
い
た
と
き
に
発
生
す
る
固
定
周
波
音
を

解
析
す
る
。

ハ
　
材
の
長
さ
と
両
端
の
周
長
ま
た
は
辺
長
を
測
定
す
る
。

ニ
　
イ
か
ら
ハ
の
工
程
で
算
出
し
た
数
値
を
、打
撃
試
験
の
計
算
式
に
当
て
は
め
て
ヤ
ン
グ
係
数
を
算
出
す
る
。

ホ
　
測
定
さ
れ
た
ヤ
ン
グ
係
数
の
確
認
と
し
て
、事
前
に
試
験
材
を
試
験
セ
ン
タ
ー
等
で
機
械
曲
げ
に
よ
る
ヤ
ン
グ
係

数
を
計
測
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。試
験
材
の
計
測
値
と
比
較
し
低
減
率
が
必
要
で
あ
れ
ば
、低
減
を
行
う
。

（
3）
含
水
率

①
　
含
水
率
の
計
測
は
原
則
全
数
検
査
と
す
る
。

②
　
ヤ
ン
グ
計
測
器
で
自
動
計
測
で
き
る
場
合
は
、含
水
率
と
し
て
そ
の
数
値
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

③
　
含
水
率
計
に
つ
い
て
は
、（
財
）日
本
住
宅
・
製
材
品
技
術
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
高
周
波
式
水
分
計
を
用

い
て
測
定
す
る
こ
と
。た
だ
し
、製
材
品
の
密
度
や
樹
種
に
よ
り
補
正
が
必
要
で
あ
る
。

④
　
含
水
率
計
を
用
い
た
測
定
は
、材
の
異
な
る
2面
に
つ
い
て
の
両
小
口
か
ら
30
0ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
箇
所

お
よ
び
中
央
部
分
の
計
6か
所
と
す
る
。計
測
し
た
6か
所
の
平
均
を
材
の
含
水
率
と
す
る
。

（
検
査
）

第
9　
検
査
の
種
類
、項
目
等
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。　

（
1）
自
主
検
査

自
主
検
査
は
、使
用
木
材
一
覧
表
に
示
す
抜
取
率
に
よ
り
検
査
を
行
い
、自
主
検
査
記
録
表（
様
式
任
意
）を
作
成
し
、

記
録
と
し
て
残
し
た
上
で
同
じ
も
の
を
監
理
者
へ
提
出
す
る
。

（
2）
立
会
検
査

①
　
検
収
検
査
は
、製
材
場
所
ま
た
は
製
材
品
保
管
場
所
で
行
う
。

②
　
検
査
は
監
督
職
員
、監
理
者
お
よ
び
建
築
請
負
業
者
ま
た
は
代
理
人
の
立
合
い
で
行
う
。

③
　
検
査
は
、目
視
、検
尺
、含
水
率
、ヤ
ン
グ
係
数
に
つ
い
て
行
う
。

④
　
検
査
方
法
等
は
、検
査
員
の
指
示
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

⑤
　
検
査
に
お
い
て
不
合
格
と
な
っ
た
材
料
に
つ
い
て
は
、受
注
者
は
速
や
か
に
代
替
の
材
料
を
手
配
し
再
度
検
査
を

受
け
る
こ
と
。

⑥
　
製
材
場
所
等
で
の
抜
取
り
検
査
に
合
格
し
た
ロ
ッ
ト
の
材
で
あ
っ
て
も
、そ
の
後
の
現
場
施
工
時
に
指
定
し
た
品
質

に
満
た
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
材
料
に
つ
い
て
は
不
合
格
品
と
し
、受
注
者
は
速
や
か
に
代
替
の
材
料
を
手
配
し
て

再
度
検
査
を
受
け
る
こ
と
。

⑦
　
検
査
に
必
要
な
費
用
は
、受
注
者
が
負
担
す
る
こ
と
。
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